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はじめに 

 

県教育委員会では、平成２６年度から「とちぎっ子学力アッププロジェクト」を実

施しています。本プロジェクトは、全員参加方式による「とちぎっ子学習状況調査」

を要として、小・中学校９年間の学びの連続性を重視した本県独自の学力向上システ

ムを構築し、児童生徒一人一人の学力向上に資することを目的としており、市町教育

委員会の協力を得ながら各種事業を展開しています。 

その事業の一つである、学力向上アドバイザー派遣事業は、学習指導及び組織マネ

ジメント等について豊富な知識と経験を有する１０名の学力向上アドバイザーを全

公立小・中学校に派遣し、とちぎっ子学習状況調査等の効果的な活用や、学習指

導における検証改善サイクルの構築・運用が促進されるよう各学校への支援を行

うものです。平成２６年度の本事業開始から３年間が経過し、今年度で県内全て

の公立小・中学校５３４校に派遣を完了することになります。この３年間で、

約２，７００回の学校訪問を行い、学力向上に向けた学校の主体的な取組を支

援してきました。 

本資料は、学力向上アドバイザー派遣指定校で実践されている特色ある取組

や、派遣後の学校の継続した取組を広く県内に紹介することで、各学校におけ

る学力向上に向けた取組の参考にしていただくことをねらいに作成しました。

各学校の実情に応じて御活用ください。 

最後に、本資料の作成に御協力いただいた学力向上アドバイザー派遣指定校

及び関係市町教育委員会の皆様に深く感謝申し上げます。 

 

平成２９年３月 

栃木県教育委員会事務局学校教育課長  

宇梶 宏美  
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Ⅰ 資料の活用に当たって 

 

１ 作成の目的 

  学力向上アドバイザー派遣指定校において実践されている特色ある事例や、派遣後の学

校の継続した主体的な取組の事例を紹介することで、各学校が学力向上の検証改善サイク

ルの確実な構築・運用に取り組む際に役立てていただくことをねらいとして、本事例集を

作成しました。 

 

２ 資料の構成 

 (1) ｐ.２～ｐ.２１には、学力向上の検証改善サイクルを構築・運用するとともに、教師の指導力

の向上を図るための実践事例を掲載しました。 

 (2) ｐ.２２～ｐ.３３には、県教育委員会が作成した資料や学力向上アドバイザーが学校を訪問し

た際に活用した資料を参考として掲載しました。 

 

３ 資料の活用例 

 (1) 学力向上の検証改善サイクルの構築や円滑な運用を図るための参考資料とします。 

 (2) 学力向上に関する諸計画及び資料を作成する際の参考資料とします。 

 (3) 授業改善のための参考資料とします。 

 (4) 校内研修などで、教師の指導力向上を図るための参考資料とします。 

 

４ 活用する際の留意点 

(1) 本資料では、検証改善サイクルの確実な構築・運用や授業改善を図るための取組を紹介して

いますので、学力向上改善プランの具現化のために、ぜひ参考にしてください。 

(2) 本資料に掲載されている事例は、当該学校の実態に即した取組です。自校への導入に当たっ

ては、各学校の児童生徒の実態や家庭・地域の実情に応じて取組を見直したり、新たな指導内

容を追加したりするなど、必要に応じ自校化を図ってください。 

(3) 児童生徒の学力向上を図るためには、学習の基盤となる学級を「学びに向かう集団」となる

よう指導する必要があります。本資料とともに、県教育委員会が作成した指導資料「学業指導

の充実に向けて」（平成２４年３月）、県総合教育センターが作成した「学業指導の充実～子

どもが意欲的に取り組む授業づくりを通して～」（平成２６年３月）や「確かめよう学業指導」

（平成２７年３月）等を参考にしてください。 

(4) 本資料は、県教育委員会のホームページに掲載しています。学校及び関係機関においては、

必要に応じてダウンロードして活用してください。 

 http://www.pref.tochigi.lg.jp/m04/tochigikko.html 

また、本資料に掲載している資料を閲覧することができます。閲覧方法については、本資料

と同梱された別紙資料「掲載資料の閲覧の仕方」で確認してください。 
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■学校の概要 

本校は、市の中心部にあり、学区内には神社・資料館

等の歴史・文化に縁の深い施設・文化財が多数存在して

いる。学級数は、特別支援学級２を含め９学級、児童数

２０９名の小規模校である。 

本年度のとちぎっ子学習状況調査では、第４学年国語

以外は県平均を上回っている。第５学年の結果は、前年

度と比較して大幅に向上している。児童質問紙の結果か

ら、書くことや読書、新聞を読む習慣、家庭学習に取り

組む時間などでよい傾向が見られる一方、自己有能感に

関する項目などに課題が見られる。 

 

■取組の内容 

１ 全校体制の構築を目指した組織的な取組 

(1) とちぎっ子学習状況調査結果の分析・活用 

これまで本校では、ＮＲＴ学力検査やとちぎっ子学

習状況調査の結果について、教科・学年ごとにその成

果と課題をまとめ次年度の授業改善に生かしてきた。

本年度は、夏季休業中に、全教職員でとちぎっ子学習

状況調査の分析を実施し、本校の強み（成果）と弱み

（課題）を明らかにした。こうした取組を通して、全

教職員で児童の学力の課題や学力向上に向けた具体策

などの共有化が図られ、学校全体で取り組もうという

意識を高めることができた。 

また、調査結果の中で教科の学習内容の定着率が低

い内容について

は、同一問題や

類似問題を集め

て「学力テスト

つまずき問題

集」を作成し、

授業や朝の学習

の時間に活用し

ている。 

 

(2) 学力向上を目指す学校スタンダードの作成・実践 

本校では、これまでも、授業の約束、話し方・聞き方

などの学習のきまりをつくり、授業の中で児童への指

導を行ってきたが、まだ十分に学校全体の取組となっ

ていない面も見受けられた。そこで、改めてこれまで

の指導を見直し、必要なことを加えるなど改善してき 

 

た。以前は別々にあったものを一冊にまとめ、「□□小

式 教師用 まなブック」と呼称して活用している。 

主な内容は、以下の通りである。 
 

○ □□小授業１０か条   ○ 学習のきまり 

○ ノートの使い方について ○ 話し方・聞き方の約束 

○ 家庭学習について    ○ 問題解決学習について  

○ 授業デザインについて  ○ いきいきタイムについて 

この「まなブック」が、教師の授業づくりの取組の際

の学校スタンダード（基準）となり、学校全体が同じベ

クトルで取り組むことができるようになってきている。 

 

(3) 全教職員で取り組む「いきいきタイム」の実践 

本校では、平成２４年度から朝の学習の火曜日１５

分間を「いきいきタイム」として、全学級で国語・算数

の学習に取り組ませている。以前は担任だけで指導し

ていたが、個別指導が十分にできないということから、

指導スタッフを担任と担任以外教員（校長・教頭・教務

主任・学習指導主任・支援教員）の２名体制で行えるよ

う改善した。使用教材は、授業で使っているドリル類

だけでなく、「とちぎの子どもの基礎・基本」や「フォ

ローアップシート」なども活用している。 

これらの取組を通して、つまずきのある児童の発見

ができたり、個別指導の機会が拡充したりするなどの

成果が見られている。また、何よりも、教職員の児童理

解が深まり、「全校で子どもたちの教育をしていこう」

という一体感が醸成されつつある。 

  

２ 授業研究を核にした校内研修の取組 

(1) 学校課題研究の取組 

本校では、思考力・判断力・表現力の育成を目指

し、「自分のよさを生かし、互いに学び合い高め合う

児童の育成 －アクティブ・ラーニングの授業づくり

を目指して －」を研究主題として学校課題研究に取

り組んできた。 

 そこで、校内

研修の充実を目

指して、研究授

業の機会を増や

し、要請訪問、 

 １ 組織的な取組                                                                        

事例１ 〔小学校〕校内研修の充実を通して、全校体制で授業力の向上に取り組んだ事例 

■取組のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

■取組のポイント 

 

 

○ とちぎっ子学習状況調査結果の活用、授業づくりのスタンダードの作成・活用、「朝の学習」の実践など、 

全校体制で学力向上に組織的に取り組んだ。 

○ 思考力・判断力・表現力の育成を図るため、アクティブ・ラーニングの手法を取り入れた「学び合い」学

習を重視した授業を目指し、研究授業などの校内研修を通して教師の授業力の向上に取り組んだ。 

Ⅱ 実践事例 

とちぎっ子学習状況調査結果の分析 

研究授業後の授業研究会の様子 
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 学力向上アドバイザー訪問で合計９回実施した。教

職員一人当たり、２～３回の研究授業を行ったこと

になる。研究を進めていくうちに、「主体的・対話

的で深い学びの授業づくり」に研究が焦点化してい

った。 

以下、その研究内容の一端を紹介する。 

主体的・対話的で深い学びの授業づくりの研究 

導入⇒「学習課題（問題）」や「めあて」の吟

味、難しい課題の設定 

展開⇒子どもの自力解決、学び合いの設定（ペア

学習・グループ学習等、学習形態の工夫） 

   教師のコーディネーター的な関わり 

終末⇒振り返る活動の改善（振り返りの時間の確

保、書くことによる振り返り） 
 

ア 「学習課題（問題）」や「めあて」の吟味、難

しい課題の設定 

児童が主体的に自力解決に取り組み深い学び

に至らせるために、導入で、児童に「どうして

なんだろう」などの「問い」が生まれるような

学習課題を設定するよう工夫した。 

 

イ 子どもの自力解決、学び合いの設定 

全ての教室には、授業スローガン「学び合いみ 

んなの力で問題解決」を掲示し、児童一人一人に

授業で、互いに考えを出し合って問題を解決する

ことを意識させる学習を行ってきた。授業展開の

中で小集団をつくり、ペア学習を導入してきた

が、児童全員が

時間内に解決で

きるように、グ

ループ、学級全

体で協力し合っ

て学習する姿が

目立つようにな

ってきた。 

 

ウ 振り返る活動の改善 

これまでは、振り返りの重要性は認識していた 

が、時間不足で十分に振り返りの時間を確保で 

きずにいた。そこで、今年度は、展開の時間配

分を考え、時間を確保するよう努めてきた。「授

業デザイン」と呼ぶ学習指導案には、「『深い学

びを実感した』と思われる子どもの姿」の欄を

設け、授業者として本時の児童の学びのゴール

を明確にして臨むようにしている。 

算数４年単元名「およその数の表し方を考え

よう」の授業では、次のように設定した。 

 

「『深い学びを実感した』と思われる子どもの姿」 

〇友達と対話しながら自分の分からないところを解決し、

言葉や図、絵などを使って自分の考えをまとめている。 

〇概数で表す場面が分かり、何万人と表すには１つ下の位

に着目して概数にすると分かりやすいことが分かる。 
 

こうした校内研修を通した授業研究の取組によ

り、「主体的・対話的で深い学びの授業づくり」を

目指した実践が行われてきた。さらに、校内研修が

刺激となって、普段の授業の中で、アクティブ・ラ

ーニングの授業の具現化を図った取組をする様子も

見られるようになってきた。 

また、学力向上担当者（学習指導主任）は、少人

数指導担当として多くの学級に担任と協同して児童

の指導に当たってきた。このことで、各学級の児童

の実態や学級の取組の様子が把握でき、結果として

全体を見渡して校内研修を進めることができるよう

になってきている。 

 

(2) 授業公開週間の実践 

昨年度の３学期、校内の「授業公開週間」を試行

し、成果が見られたので、本年度は、各学期１回ず

つ年３回実践することにした。授業公開の目的は、

全教員が授業を公開し、授業力の向上を図ることに

ある。授業公開後の研究協議は、同僚からのアドバ

イスなどから、日頃の自分の授業について見つめ直

したり、同僚の指導観・子ども観に触れたりする、

またとない機会となっている。 

 

(3) ＯＪＴの実践 

金曜日の放課後１５分間、「〇〇タイム」として

授業の悩みを自由に語り合う時間を設けている。学

期末を除き、２週間に１回実施している。主務者は

教務主任である。勤務経験の少ない若手教員にとっ

ては、「悩みが晴れた」「視野が広がった」など、よ

い研修の機会となっている。これまでに、「めあて

と学習問題の違い」、「問いのもたせ方」、「学び合い

のさせ方」などをテーマに実践してきた。職員室内

で自由に、若手、ベテラン、時には管理職も一緒に

なって、率直に語り合う雰囲気ができており、同僚

性の向上にもつながっている。 

 

 

グループで話し合う様子 

まとめ 

◆ 学力向上を目指した全校体制を構築する

ためには、学力の実態や取組の方策などの情

報を共有したり、協同的な取組を工夫したり

していくことが重要です。 

◆ 教師の授業力の向上のためには、同僚性を

高める校内研修を工夫し、日常的に実践して

いくことが大切です。 
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「ねらいを明確にし

た授業デザイン」とし

て、全校で共通して取り

組む指針を周知してい

る。 

児童が、何を学習して

いるのかが分かり、自分

の学びを積み重ねられる

授業の流れについて共通

理解をしている。 

ねらいを明確にした授業デザイン 

学力向上改善プラン 

■学校の概要 

本校は、学級数３０学級（特別支援学級を含む）、児童

数９００人超の大規模校である。児童の転出入が多く、

また、在籍児童数の約１割は外国籍の児童である。 

 本年度のとちぎっ子学習状況調査結果では、４年生と 

５年生で結果の差が大きく、各教科とも５年生は、県平 

均を上回っているが、４年生は県平均に達していない。  

児童質問紙調査で両学年に共通して見られたのは、自己 

有用感、学習動機、達成感、学習計画力が予想以上に低 

く、また、話し合う活動や家庭での会話に関する質問項 

目でも、県平均と比べて５ポイント以上低かった。  

 この結果を踏まえ、全校体制で児童の学習意欲の向上

を図るために、学ぶ楽しさや達成感が味わえるような授

業を構築しなければならないことを共通理解した。そこ

で、授業では、１時間の見通しがもてる授業のねらいを、

児童個々に自分のものとして捉えさせるとともに、ねら

いを達成するための学習活動を行い、児童自身が自分の

成長を実感できるような振り返りを実践している。 

 

■取組の内容 

１ 年度初めに、学習指導部から提示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ とちぎっ子学習状況調査結果分析、取組の重点化 

(1) 全教師による調査結果の分析と具体策の検討 

① 共通理解＝共通行動での活動のために、学力向上 

担当者が「何のた

めに、何を、どの

ように行うのか。

そして、最終的に

何を目指すのか」

を具体的に周知

（説明） 

② 班（低・中・高）ごとに KJ 法で検討 

③ 各班の検討結果について、実践目標を意識しなが 

ら共有 

④ 全校・ブロック・学年で重点的に取り組む課題を

選定（共通理解） 

⑤ 発達の段階、学

年の特質を踏ま

えた具体策を検

討し、教師個人の

取組を確認 

 

(2) 組織として重点的に取り組む内容の共通理解 

  「学力向上改善プラン」の各項目について、具体策の

具現化を図るために、それぞれ１つに絞るなど、取組

の重点化・焦点化を図った。 

 １ 組織的な取組                                                                        

事例２ 〔小学校〕学校全体で「ねらいの提示」と「振り返る活動」の工夫・充実に取り組んだ事例 

■取組のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

■取組のポイント 

 

 

○ 学習意欲の向上を目指したねらいの提示（ねらいの設定）の工夫と、学びの定着を図る振り返る活動の充

実に取り組んだ。   

○  改善プランの具現化を意識した研究授業と、全職員による低・中・高ブロックごとの授業研究会の充実を

図った。 

Ⅱ 実践事例 

全教師による調査結果の分析 

課題を基にした具体策の検討 

取組の重点化・焦点化を図った 

「学力向上改善プラン」の作成 

各項目について、
それぞれ取組を 
１つに絞って重点
化・焦点化を図る 
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３ 授業での実践 

(1) 大規模校の特質を生かした実践 

 ① 単元全体を見通したゴール、展開の仕方の共有 

 ② 教師個々のアイディアを、学年で作成、活用 

 ③ 学年（学級）で作成した教材の共同利用・検証 

 ④ 授業力向上のために全学級担任の授業公開 

 ⑤ 専科教員＋学級担任によるＴＴ指導（算数）の 

実施 

(2) 第１回研究授業、授業研究会（１０月） 

１年・４年・５年で算数の研究授業を実施した。 

全教師（７０名）が３グループに分かれ、学年主任 

がファシリテーターとなり、成果・課題・改善点に 

ついて検討した。その後、全員で具体策の修正や追 

加を行った。研 

究会後に全員が 

組織として取り 

組むために「今 

後、心がける点」 

と題して、成果の 

確認と実践の徹 

底を促した。 

(3) 第２回研究授業、授業研究会（１１月） 

  ２年で国語、３年・６年で算数の研究授業を実施

した。指導案に学力向上改善プランの具現化の実践

として「学力アッププロジェクトに関わる授業の視

点」を明記し

た。また、授業

参観の視点に

するとともに、

研究会での話

合いがより焦

点化できるよ

うにした。 

【授業参観の視点の例】…学力向上改善プランの実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) ねらいの設定と振り返りの取組例 

 ① １年生 

  ・児童との対話の中から、ねらいを設定する。 

  ・初めは、振り返りを口頭で発表させ、慣れてき 

たらノートに書かせるようにする。 

② ２年生 

  ・初めは、穴うめ形式でねらいを示すことにより、

少しずつ自分で考えられるようにする。 

  ・日記形式の振り返りを、次時の導入で発表させ 

ることで、ねらいの設定に生かす。 

 ③ ３年生 

・問題提示後に児童から出てきた言葉を使った

り、前時の振り返りにおける児童の発言を基に

したりしながら、本時のねらいを設定する。 

  ・何が分かり、生活の中でどう活用できるかとい 

う観点をはっきりさせて振り返りを行う。 

  ・振り返りをまとめて、教室内に掲示する。 

④ ４年生 

  ・児童の実生活と結び付け、自分でねらいを設定 

できるような課題を提示する。 

  ・振り返りの場面で、授業のねらいを再確認する。 

 ⑤ ５年生 

  ・前時までと本時の学習内容の共通点や違いを意 

識させる。 

  ・掲示資料を活用した既習事項を確認する。 

  ・振り返りを次時の導入に生かす。 

  ・家庭学習でも、学習内容に関するねらいの設定 

や振り返りを実践する。 

 ⑥ ６年生 

  ・既習事項を生かし、児童の発言を取り上げなが   

らねらいの設定を行う。 

  ・授業の初めと比べて自分の変容が実感できるよ

うな振り返りを行う。 

 ・次時にやってみたいことも振り返りで書かせる。 

 

２年生…前時の振り返りでの意欲付け 

【国語】「穴うめ形式」でのねらいの設定 

   「日記形式」での振り返り 

３年生…他教科の学習を生かした意欲付け 

【算数】児童との対話を通したねらいの設定 

      適用問題を使った振り返り 

６年生…既習内容を生かしたねらいの設定 

【算数】授業のねらいを踏まえた振り返り 

まとめ 

◆ 児童がねらいを自分のものとして捉えるこ

とで、学習に見通しをもち意欲的に授業に取

り組むことが期待できます。 

◆ ねらいに沿った振り返りを様々な工夫で行

うことにより、児童の学びの定着を図ること

が期待できます。 

◆ 全校体制での研究授業・授業研究会を充実

させ、成果を共有し自分のものとして意識す

ることにより、組織力・教師力の向上が期待

できます。 

成果の確認と実践の徹底の 

 ための「今後、心がける点」 

成果・課題・改善点について検討 

授業参観の視点を基にした話合い 

授業の振り返りを 

教室内に掲示 

先生のコメント 
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■学校の概要 

市の中心部に位置し、生徒数約７３５名、学級数２５

学級（特別支援学級を含む）の大規模校である。ここ数

年で急激な生徒増となり、教育環境としては厳しい状況

である。このような状況の下、全国学力・学習状況調査

においては、表１に示すように全ての調査で全国平均を

上回っている。グラフは、国語Ａの正答数ごとの生徒の

割合について、本校と県、全国を比較したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大規模中学校は、教職員の人数が多いため、学校全体

で授業参観したり、全員参加での研修会を充実させたり

することが難しいのが現状である。したがって、生徒の

学力向上のために教師の指導力を高める取組は、各教科

部会等で行われることが中心であり、学校全体での組織

的な取組には研究の余地があった。 

 本校は、学力向上に向けた様々な取組を実施している

が、その中でも、これまで学校全体で実施する授業研究

会を改善しながら継続することで、教師の指導力を高め

てきた。その結果、学力調査で高い正答率の維持はもち

ろんのこと、地域や保護者の高い信頼を得ることにもつ

ながっている。以下にそれらの実践の概要を述べる。 

 

■取組の内容 

１ 授業公開の研修計画とその変遷 

本校における他教科の教師が授業を参観する研修は、

平成２１年度にスタートした。それを進めるに当たり、

学校組織の役割分担（校務分掌）を、学力向上を進めや

すくするため、学年横断型のプロジェクトチームを編成

した。そこでは、トップダウンではなく、教員からの実

践可能な提案が期待された。 

 大規模校で、全ての教科の教員が参観できる授業研究

会を行うには、いくつか乗り越えなくてはならない課題

があった。例えば、研究授業のクラス以外の生徒を下校

させることや、５０人以上の教員を１クラスに集めて授

業参観することは現実には難しい。そこで、本校では、

教員を３グループ（グループは、全教科の教員で構成）

に分け、１グループごとに研究授業を実施することにし

た。このシステムを導入したことにより、2/3 の教員が

授業を行うことで、他の生徒の授業を欠けさせることな

く、研究授業を行えるようになった。グループごとに研

究会を数回実施し、同じグループのメンバーが研究授業

を参観し、授業研究会を行う。本校は、今日までこれを

改善しながら、継続して実践している。 

 

２ 今年度の取組の様子 

  本校の主な取組の特長は、学力調査等による生徒の課

題を把握して、その改善に向けた取組を企画・検討する

学校全体での研究会と、それを実践する３グループによ

る研究会の２つの組織的な取組である。 

(1) 授業公開と参観計画 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 国語は①から⑥まであるが、これは国語科の教員が

６名いることを表している。
 

【全国平均との比較 ○：平均以上、◎：１０ポイント以上】 

表２ 授業参観のためのグループ 

 １ 組織的な取組                                                                        

事例３〔中学校〕 大規模校において、校内研修を工夫し、授業研究会を数多く実施することで、学力向上に 

取り組んだ事例 

■取組のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

■取組のポイント 

 

 

○ 大規模校において、教職員が自ら学ぶ研修会を工夫し、無理なく学力向上に向けた取組を実践した。 

○ 学力向上に向けた取組を評価・改善するPDCA の確実な運用を基本としている。 

Ⅱ 実践事例 

表１ 平成２８年度全国学力・学習状況調査の結果 

国語Ａの正答数分布グラフ 

本校 （横軸：正答数、縦軸：生徒の割合） 
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表２のように、授業者４６人をＡ～Ｃの３グループ

に分け、１グループを１５人程度とする。各グループ

の公開授業では、グループのメンバー５～７人が授業

参観を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループの中で、一つの研究授業の授業者に対し、

参観する教員が割り当てられている。このシステムに

より、全教員が公開する授業については、必ず参観す

る教員がいて、授業参観後、気が付いた点や意見をア

ドバイスができる。このことにより、本校は、全教科

で質の高い授業を実現しようとしている。 

 

(2) 教師の指導力向上のためのチェックリストの活用 

教師の指導力の向上には、参観した授業について、

いかに良いアドバイスを与えるかという授業者へのリ

ターンが大切になる。年間数回の授業研究会では、こ

の時間を確保し、充実させているが、ほぼ全員が実施

する授業に対しては、写真に示すような授業参観カー

ドを利用して授業者に提供している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業参観カードには、生徒の学習の様子と教師の指

導の様子の２点について、「本時のねらいを明確に提

示しているか」、「考える場が設定されているか」な

どの観点項目があり、参観者は、それに基づき、気付

いた点を記述している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 学校全体で研究会の工夫 

３グループの歩調を合わせたり、それぞれの研究会

を充実させたりするために、年間数回実施する全体で

の研究会は欠かせない。そこでは、管理職や担当者が

方針や連絡事項等を伝えることや、指導主事や外部訪

問者からのアドバイスを大切にしている。また、学力

調査問題の検討や結果の分析等についても、全体での

研究会で実施している。 

 

(4) ３グループと全体との連携 

本校では、授業実践を３グループに分けて実施して

いるため、授業実践する３グループと推進グループ

（管理職、担当者）の連携を密にすることが必要であ

る。そこでは、取組の進捗状況の把握や修正・改善の

ため、各グループの情報を確認したり、実践に向けた

提案を各自が理解したりするための全体研修を充実さ

せることが大切である。また、取組の成果を常に把握

することで、成就感をもちながら取り組むことが大切

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業参観カード 

まとめ 

◆ 大規模校で授業研究を充実させるには、教

科の壁を低くした組織の在り方など、工夫改

善が必要です。 

◆ 授業研究会を質・量とも充実させるために

は、参観者が１時間全部の授業を見られるこ

とや、研究授業以外の授業が欠課や自習にな

らない工夫が必要です。 

◆ 常に、教師の負担や成就感を確認すること

が大切です。 

授業参観カード 実際の記入の様子 

ホワイトボードを用いた発表 

技術科の研究授業の様子 
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■学校の概要 

市の中西部に位置する小規模校である。学区は自然に

恵まれた田園地帯にある。祖父母と同居する児童の割合

も多い。昨年度、インクルーシブ教育の研究を行うとと

もに学力向上改善プランとの整合性を図り、児童一人一

人の学びに目を向けた実践を行っている。 

平成２８年度全国学力・学習状況調査の結果は、全て

の教科において全国平均正答率を上回っていた。特に、

国語Ａ、算数Ａ・Ｂにおいては１０ポイント以上高い。   

また、とちぎっ子学習状況調査においても、小学校５

年国語以外の教科で県平均正答率を上回っている。 

■取組の内容 

１ 「学習と生活についてのアンケート」（以下、「アンケ

ート」とする）実施に向けて 

(1) 学力向上に関する学校の基本的な考え方 

  児童の学力向上を目指す上で、「安心して学べる学

級」「分かりやすい授業」づくりは重要な視点である。   

そのため、全教職員が、その視点に基づき、同じ方向

を向いて実践を進めることが大切である。 

  また、学力向上は学校生活だけでなく、家庭におけ

る生活の状況も重要であることから、保護者の理解・

協力を得ながら、学校として取り組んでいく必要があ

る。 

  そして、その実践を進めるときには、児童も自ら  

ＰＤＣＡを回して学力向上を目指すという学力アップ

プロジェクトの目標である「主体的な学びの確立」を

意識させなければならない。 

(2) アンケートを実施するに当たって 

  学びの主体が児童一人一人であることを踏まえれば、

児童の見取りを適切に行い、いかに具体的な支援をす

るかを考えなければならない。 

そこで、本校では「学習と生活についてのアンケー

ト」を作成・実施し、児童の実態を把握するとともに、

個に応じた指導の充実を図ることとした。また、アン 

 

ケート結果を基に、保護者への望ましい生活習慣等の

啓発をするとともに、保護者と連携を密にし、児童の

生活習慣等の改善を図ることとした。 

２ 主な実践 

(1) アンケートの作成と実施・集計等 

① 作成について 

アンケート作成に当たっては、とちぎっ子学習状況

調査の本校の調査結果から見られた課題を参考にする

とともに、全教職員が「安心して学べる学級」「分かり

やすい授業」とはどういうものかについて、具体的に

意見を出し合い、本校が目指す方向性を確認しながら、

学習や生活に関する内容を検討した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 実施、集計等について 

アンケートは年５回（5，7，10，12，3月）全児童を

対象に行う。学級担任が集計し、学年（学級）の状況を

把握するとともに、心配される回答のあった児童には

昼休みや放課後を使って話合いを行う。状況によって

は、補充的な学習指導をしたり、家庭への連絡をとり、

保護者と連携したりして進めている。３月の調査結果

は、次年度の学級担任に引き継ぎ、個に応じた指導の

充実に生かしている。 

 １ 組織的な取組                                                                        

事例４〔小学校〕「学習と生活についてのアンケート」を活用し、個に応じた指導の充実を図った事例 

■取組のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

■取組のポイント 

 

 

○ 全教職員が「安心して学べる学級」「分かりやすい授業」について話し合い、取り組む方向性の合意を図
った。 

○  「学習と生活についてのアンケート」を年５回実施し、これを踏まえて学級経営と授業改善の方針を作成

し、個に応じた指導の充実を図った。 

Ⅱ 実践事例 

「学習と生活についてのアンケート」シート ※一部抜粋 
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(2) 「学習と生活についてのアンケート」の活用 

① アンケート結果を基にした授業改善 

「目指そう！ステップ・アップ」という教員の   

ＰＤＣＡサイクルシートにアンケートからの成果と課

題を記入し、次回アンケートまでの具体策を立て、日々

の授業実践や研究授業を行う。 

  特に、「分かる授業」に関しては「ねらい」「振り返

り」「自分の考えや理由を書く」について、年間一人４

回の研究授業を通して検証を行う。 

 

また、今年度、学校全体で授業改善に向けて取り組

んできた「ねらいの提示」「振り返る活動」に関する以

下の内容について、第４学年以上の全児童を対象にア

ンケート（１２月実施）を行った。 

 

  

 

 ［児童の感想］ 

・「ねらい」がないと、ぜんぜん何をやるか分から

ないので、分かりやすい授業をするためには「ね

らい」が必要です。（６年児童） 

  ・「振り返り」をすると、できなかったら自主学習

できるからいいです。（４年児童） 

 ② アンケートを基にした保護者との関わり 

全校のアンケート集計結果等を明記した通知ととも

に、各児童のアンケート用紙を、全保護者に返却して

いる。その際、全校の結果や各児童の前回調査等を参

考にしながら、成長の確認や課題の解決に向けて話し

合っていただくようにお願いした。また、学級担任は

各児童が改善できていることや課題が明確になるよう

個別のアドバイスを工夫した。 

３ 成果と課題 

児童一人一人を生かし伸ばすために、複数の手立てで

把握し、関わり続けてきた。また、アンケート結果を踏

まえ、授業や学級経営に取り組んだことにより、教員も

児童、保護者もやるべきことを意識化でき、具体的実践

が見られた。今後は、アンケート項目を精選するととも

に、児童の主体性という点から個別支援の方法や内容を

工夫する必要がある。 

４ 教員の感想 

「学習と生活についてのアンケート」を通して児童の

素直な気持ちを受け止めたいと考えている。授業のねら

いが分かるか、進んで発表しているか、勉強は楽しいか

など、アンケート調査結果を参考にしながら教材研究や

発問の仕方、日常的な関わりを工夫するように心がけて

いる。 

アンケート(12月実施)結果 

「目指そう！ステップ・アップ」シート例 

まとめ 

◆  学力向上のために全教職員で取り組むべき

ことを話し合い、「合意項目」をつくり、それ

を継続して実践したことが成果につながって

います。 

◆  教員自ら振り返る視点を定め、年間５回児 

童からアンケートを得て、授業や学級経営、保

護者啓発を見直したことで、個に応じた指導

の充実が図られています。 

◆  アンケート調査結果を踏まえ、個に応じた

指導の充実を図ることが、児童の学習意欲の

向上や望ましい生活習慣の確立につながりま

す。 

・「ねらい」が分かると分かりやすい授業になるか 

・「振り返り」を行うと学習したことがよく分かるか 

73.0%

83.8%

24.3%

13.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

振り返り

ねらい

思う やや思う あまり思わない 思わない
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■学校の概要 

 広大な田園が広がり、酪農農家も点在する農村地帯に

位置する中規模校である。 

 明るくまじめで素直な児童が多く、挨拶などの生活習

慣や家庭学習への取組はおおむね良好であるが、自己表

現や意見発表などはやや消極的である。 

 学区の小学生の学力は平均的だが、中学校入学後の学

力向上には一定の成果が見られる。特に、Ｈ２７、Ｈ２８

のとちぎっ子学習状況調査結果は、社会・数学・英語で県

平均正答率を大きく上回っている。 

■取組の内容 

１ 小・中の連続性を重視した指導計画の見直し 

○ 国語（辞書の活用、語彙獲得） 

○ 英語（振り返りカードの統一：乗り入れ授業） 

○ 数学（図形単元の系統性を踏まえた指導例）  

○ 算数（並べ方と組み合わせ方：乗り入れ授業） 

 

資料１「２年英語・Lesson６ My Dream」（乗り入れ授業） 

＜単元の系統性＞ 

小６中学校でしたいことは？    中２ L6 My Dream  

  何になりたい？             中３ L6 I have a dream  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２「２年数学・平行と合同」 

＜単元の系統性＞ 

 小４直線の垂直や並行     中１平面図形 空間図形 

 小５図形の合同         中２平行と合同 

 小６対称な図形           三角形と四角形 

中３相似な図形 

     

 

 

 

  

  

 

 

資料３「６年算数・並べ方と組み合わせ方」（乗り入れ授業） 

 ＜単元の系統性＞ 

 小６並べ方と組み合わせ方         

 ＜課題把握＞                  

                          ＜板書拡大＞ 

 

 

 

 

＜ノート・考え方＞        ＜学び合いの様子＞ 

     

 

 

 

 

  

Ⅱ 実践事例 

 

 

 １ 組織的な取組                                                                        

事例５ ［中学校］自ら学び、進んで活動する生徒の育成を目指し、小中一貫教育に取り組んだ事例 

■取組のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

■取組のポイント 

 

 

○ 小・中の連続性を大切にし、自分の考えを伝える力を高めるための指導法を工夫した。 

○ 中１ギャップ解消や学力向上を目指した小中一貫教育に取り組み、中学校区スタンダードを作成した。 

○ 中学生としての自覚と誇りをもたせるための取組を工夫した。（行事や活動・生活ノートの活用等） 

中２  確率   
中３  標本調査  

 

○ 小学校で育んだ英語の素地を生かして、英語で自分の 

考えや思いを伝えることができる生徒を育成すること。 

 

○ I want to～という不定詞の使い方をきちんと覚えられた。 

○ 自分で文は作れたが、発音を聞き取ることが難しかった。 

 

＜中２・授業展開＞ 

 

〔資料１〕 

①  「一人学びの時間」を設定すること 

②  学び合うことによって考えを深めていくこと 

③  身の回りの事象や発展的な課題に対して数学的に事象 

を捉えること 

 

＜課題研究の視点＞ 

＜課題把握・展開＞ ＜考え方を説明する生徒＞ 

 

＜研究課題との関連＞ 

＜小６・英語活動＞ 

 

＜生徒の感想＞ 

 

小学校６年生での会話活動が、中学校２年生の言語活動

（書く・話す）に繋がっていることが分かります。 

 

考え方を説明することで、思考力・判断力・表現力が 

より深まります。 

 

各自の考え方を記入させることで、

思考の過程を確認できます。 

 

〔資料２〕 

〔資料３〕 
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まとめ 

◆ 教科ごとに単元の系統性を意識して授業研究に取

り組むことにより、小・中学校９年間を見通した指導

が行えるようになります。 

◆ 相互乗り入れ授業を通して、小・中学校教員の交流

が深められるとともに、小学生にとっては中学校進学

への不安を和らげることができます。 

◆ 中学校区スタンダードの実践を通して、小・中学校

教員が共通理解のもと、生活習慣や学習規律について

９年間の連続性を大切にした指導ができます。 

◆  各種行事や生徒会活動等を通して、中学生としての

自覚と誇りを意識させることで、自主性や学習意欲が

高まり、学力の向上が期待できます。 

２ 確かな学力を身に付けさせるための取組 

(1) 授業づくり                                  

○ ねらいを明確にした授業づくり                

○ 集団学び、個に応じた指導、体験的学習の充実  

○ 互いに高めあえる学級づくり（学業指導の充実） 

(2) 学習環境の整備 

○ 教室環境 

○ チャイム着席 

○ 教室移動 

(3) 学習習慣の育成 

 ○ 学習の約束 

○ 発表のきまり 

○ 授業と家庭学習の一体化 

３ 中学校区スタンダードの作成と実践        

○「テーマ・めざす子ども像」の設定            

○ 小・中でつなぐ「学習の約束」             

○ 小・中でつなぐ「生活のきまり」            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 中学生としての自覚と意識改革 

 ○ 行事等（入学式・歓迎会・生徒会・清掃・運動会 等） 

 ○ 生活ノートの活用（生徒心得・学習計画表 等） 

 ○ 週末課題や学習計画表の活用（テスト前学習 等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 取組後の教員の感想  

○ 乗り入れ授業（数学、英語等） 

・９年間の学びを繋げることで、生徒の「つまずき」が見

えるようになり、小学校の既習事項を利用した導入や

系統性を考えた授業展開ができるようになった。  

・ペア学習やグループ学習で話したい場面を設定し、思いや

考えを伝える活動を多く取り入れることができた。 

○ 授業づくり（ねらい、振り返り、学び合い等） 

・一人学びの時間を確保し、学び合いを行うための補助

シートを配り、自分の意見をまとめさせた。 

・振り返りやまとめの習慣を付けていかないと、教員は

やらせたつもりでも、生徒にその実感がないことがあ

るので、教師自身も評価を意識していく必要がある。  

○ 学習環境の整備（教室、チャイム着席、教室移動） 

・帰属意識や規範意識が高く、互いに高め合える学級づ

くりを通して、学びに向かう雰囲気が向上した。 

○ 学習習慣の育成（学習の約束、きまり、家庭学習等） 

・話合いの約束事として、相手の発表が終わるまで静かに聞

く、自分の意見をもち相手に伝えることを徹底した。 

・毎日１０分程度の課題を出し、学習習慣を付けさせる

とともに、きちんと評価して学習意欲を高めた。特に、

授業と家庭学習の一体化を図ることが学力向上に有効

であった。 

○ 生活ノート、週末課題 

・ 漢字や単語の意味調べ、辞書を活用する活動を支援した。  

・週明けに適切な助言や評価をすることで、基礎学力の

向上と家庭学習の習慣化に役立った。 

 

 

 

○○  

〔資料５〕 

各自の計画や実践を適切に評価する励ましの 

コメントが生徒の意欲を高めます。 

 

資料５「学習計画表」 

資料４「○○スタンダード」 

〔資料４〕 

○
○  

○○  
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■学校の概要 

単学級の小規模校で、小中一貫教育を推進して８年目、

また、市から小規模特認校に指定されて２年目の中学校

である。「生徒が輝く日本一の小規模校」を合い言葉に、

学校長の強いリーダーシップの下、全教職員が協働して

全校生徒を丁寧に育てている。 

平成２８年度とちぎっ子学習状況調査の教科に関する

調査の結果は、おおむね県平均と同程度である。 

■取組の内容 

１ 小中一貫教育の推進に向けて 

(1) 基本的な考え方 

  「ふるさとを愛し『生きる力』を育む小中一貫教育～

将来なりたい自分になるために～」を基本理念として、

「学力をつける」「心を育てる」「体力をつける」ため

に、小・中学校や地域と連携したキャリア教育である

「生き方教育」を行うことで生きる力を育成すること

を目指している。 

(2) 共通した学校課題の設定 

  今年度は、特に「学力向上」を重点課題とし、年間

１０回の小･中学校合同研修会を開催している。小・

中学校で共通した学校課題「思考力・判断力・表現力

の育成を目指した学習指導の工夫・改善～アクティブ

ラーニングの推進を通して～」を設定し、その課題解

決に向けて協働で取り組んでいる。 

２ 主な実践 

(1) 小・中学校合同研究授業・授業研究会 

  授業を見せ合うことで指導力の向上・授業改善を目

指した小・中学校合同研究授業・授業研究会は、今年

度、小学校で３回、中学校で３回実施をした。 

  それぞれの研修会では、小・中学校の全ての教員を

３班に分け、授業において、どのグループの児童生徒

の学習の様子を観察するかを班ごとに決め、どのよう

な視点で授業を参観するかを示した「授業の視点」を

共有して、研究授業に参加している。 

  今年度の研修会において設定した「授業の視点」の

例を以下に述べる。 

【数学】第１学年 正負の数の利用 

      ～時差を表そう～ （２４／２７時間目） 

① 授業のねらいを生徒とのやり取りの中で示すこ

とは、学習意欲の向上に効果的だったか。 

② 教員からの発問や課題が、学習意欲の向上につ

ながったか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【国語】第３学年 日本語の調べ「初恋」 

    （２／３時間目） 

① 目標を具体的にすることで、意欲的に学習に取

り組むことができたか。 

② グループ学習を通して、より語句に注目した読

み取りができたか。 

③ 振り返りをすることで、今後の学習に役立てる    

ことができたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １ 組織的な取組                                                                        

事例６ 〔中学校〕共通した学校課題の下、小中連携を活性化させた事例 

■取組のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

■取組のポイント 

 

 

○ 小・中学校合同で研究授業・授業研究会を行い、授業改善や教員の指導力向上に取り組んだ。 

○  学校長の強いリーダーシップの下、教育課程の工夫や様々な学力向上の取組を生徒の視点に基づいて取り

組んだ。 

Ⅱ 実践事例 

合同研究授業の様子（数学） 

合同研究授業の様子（国語） 
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授業研究会では、ＫＪ法にて、「授業の視点」を基

に把握した児童生徒の変容などを中心に協議を行って

いる。小学校の教員が、積極的に発言している生徒の

姿から、子どもの成長や小学校との学習内容とのつな

がりなどの意見を述べる場面も見られた。 

また、「ねらいの提示」において、学習意欲を高め

る工夫について話し合ったり、「振り返る活動」にお

いて、児童生徒に分かったことやできたことなどを継

続して書かせることの大切さなどを確認したりするこ

とで、協議した内容をその後の日々の授業に直ぐに生

かすようにしている。 

小学校と中学校の教員が具体的な意見交換をするこ

とにより、生徒理解が深まるとともに、授業者及び参

観者の授業力の向上が図られている。 

小・中学校を会場にして、小・中学校合同研究授業 

・授業研究会を実施することで、中学校の教員が、小

学校の教員による児童一人一人に対するきめ細かな指

導を目の当たりにしたり、小学校の教員が、系統性を

重視し、専門性を生かした中学校の授業を参観したり

し、お互いに学ぶことも多かったという感想も多く見

られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年間６回の小・中学校合同研究授業・授業研究会を

通して、「参観の視点」に基づいて話合いをすること

で、小・中学校が一体となって指導力の向上を図ると

ともに、児童生徒の思考力・判断力・表現力の育成を

目指した学習指導の工夫・改善に向けて取り組んでい

る。 

⑵  教員の交流の良さ 

  中学校の教員が、小学校の５、６年生を中心に授業

を行っている。算数では週５日、小学校担任と少人数

指導を、外国語活動では週１回、また、音楽では週３

日、Ｔ２として授業を行っている。 

  中学校の教員として、その専門性を十分に発揮し、

小学校担任と連携することで、児童の主体的な学習の   

促進や学習内容の確実な習得に大いに寄与するととも

に、豊かな心の成長にもつながっている。さらに、中学

校の教育内容を見据えて、小学校で身に付けるべきこ

とを確実に身に付けさせている。 

 ⑶ 小・中学校９年間を見通した取組 

   学校課題を共有することで、小･中学校の全ての授業

で、協働的な学習の場面を積極的に取り入れ、児童生

徒が主体的に学習する態度を育んでおり、「子どもの

学び」を保障することができている。 

  小・中学校合同研修会では、児童生徒の発達の段階

に応じた宿題の出し方や自主学習の在り方などについ

て検討した。小学校教員から、教科ごとの宿題は生徒

の負担が増える可能性があるとの指摘があり、全校で

宿題一覧表を作成し、内容を精選するなど工夫してい

る。また、授業研究会の際に、振り返りや自己評価等に

ついても、教科の特性や発達の段階を考慮することな

どの共通理解を図っている。 

  さらに、交通安全教室、新体力テスト、グリーンボラ

ンティア活動、学習成果発表会などを合同で実施し、

教員だけでなく児童生徒の心の交流も図っている。 

３ 小･中学校学力向上担当者の感想 

〔中学校担当者〕 

・様々な小・中学校合同の取組を通して、当初の大き

な目的である「中１ギャップの解消」が図られた。 

〔小学校担当者〕 

・算数科、音楽科、外国語活動の小・中学校９年間を見

通した系統的な学習内容を理解することで、指導に

役立てることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

◆ 小・中学校教員が一体となって授業研究

会などを行うことや授業の視点、観察する

班を明確にすることで、児童生徒に関する

情報の共有や学習のつまずきの未然防止、

授業中における変容のより正確な把握がで

き、細かな支援や指導を行うことができま

す。  

◆ 小中一貫教育の観点から、学校課題を共

有して合同で授業研究会などを行うこと

で、小・中学校で指導内容や指導方法を連

続させることができます。 

合同授業研究会の様子 
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■学校の概要 

旧来の農家と新興住宅、集合住宅が混在するとともに

近年、大型店や飲食店が進出し、活気ある地域に位置す

る学校である。児童数６５５名、２５学級（特別支援学

級７学級を含む）の大規模校である。明るく素直で人懐

こく、個性豊かな児童が多い。特別支援学級数が地区最

多で、個に応じた指導の充実を図っている。 

とちぎっ子学習状況調査結果では、４年生の算数、理

科、５年生の国語、算数の活用問題、理科でやや県平均

を下回るが、他は県平均と同程度であり、徐々に学力向

上が図られている学校である。また、自尊意識や規範意

識では、県平均を大きく上回っている。 

■取組の内容 

１ 「活用の授業」を位置付ける取組 

(1) 調査結果の分析と重点的な具体策の検討 

とちぎっ子学習状況調査、全国学力・学習状況調査

の結果を全教職員で分析し、成果と課題を明確にする

ことで、重点的具体策を検討した。 

  ① 「書くこと」に課題があり、言語活動の充実を目

指す。 

  ② 基礎的・基本的な知識を活用する力（思考力・表

現力等）の育成を目指す。 

  ③ 下位層の児童の割合を減らすことを目指す。 

(2) 分析結果に基づく「活用の授業」づくり 

分析結果から思考力・表現力等の育成を最重点に取

り組んだ。昨年度まで取り組んできた「学び合い」、

「言語活動の充実」を継続しながら「学力向上」に重

点を移し、授業づくりに努めた。 

  ① 全国調査の活用の問題に触れさせるために、授業

で問題に挑戦させる時間を設けた。 

  ② ①の実践以降、「授業改善が不可欠である」とい

う教員の考えを集約し、授業づくりを進めてきた。 

  ③ 「活用の授業」を年間６回計画的に行い、授業改

善に取り組んだ。 

(3) 「活用の授業」６年生の例 

 

 

 

 

 

(4) 「活用の授業」の実践例 

※実際に活用し 

た「平成２８ 

年度全国学力・ 

学習状況調査 

算数Ｂ大問２」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 授業研究会                                                                        

事例７ 〔小学校〕思考力・表現力等の向上を目指し、調査問題を活用した授業実践に取り組んだ事例 

■取組のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

■取組のポイント 

 

 

○ 調査結果分析から授業改善の必要性を全教職員で共通理解し、算数科で調査問題を活用した授業実践を

通して授業づくりに取り組んだ。 

○ 下位層の児童が活用の問題に粘り強く挑戦できるよう、管理職を含む全校体制で継続的、計画的に個別

指導の徹底に努めた。 

Ⅱ 実践事例 

「活用の授業」の学習指導案 
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(5) 実践から分かったこと 

 ①  活用問題を授業で解かせることで、教師は、今ま

での指導では、新しい時代に必要とされる資質・能

力の育成は難しいという認識に変わり、授業改善の

取組として、活用の問題を授業に位置付けることに

つながった。 

  ② 授業実践に当たって、市教育委員会の「授業力向

上事業モデル校」となり、市からの支援を受けた。

外部大学講師を交えて、指導案検討から全教員で取

り組めたことで、授業づくりの意識が変わった。 

 

２ 下位層の児童への支援 

(1) 個別の指導・支援 

   下位層の児童は、通常の授業の中だけでは、基礎・

基本の定着、思考力・表現力を育てるには困難なこと

が多い。そのため、ティームティーチングや習熟度別

学習を取り入れて対応しているが、さらに、個別指導

の徹底を図り、粘り強く問題に挑戦できるよう、朝の

学習の時間に全校体制（管理職、事務職員、養護教

諭、専科教員、非常勤講師、学習ボランティア等を加

えて）で、個別指導が必要な児童を対象に、取り出し

指導を継続的に行っている。なお、対象児童について

は、担任等が保護者の了解を得た上で行っている。 

(2) 取り出し指導の内容 

 ①  朝ＭＩＭの実施により、語彙力の向上を図ってい

る。１学期は２、３年生４９名を対象に、２学期は

１、２年生４９名を対象に、毎週月曜日に実施して

きた。２名１組にして、ＭＩＭ教材をゲーム的に取

り上げて学んでいる。 

 ② 朝算数の実施により、基礎・基本の定着を図って

いる。３、４年生４２名を対象に、計算領域の個別

指導や学習内容の補充を毎週火曜日に行っている。

また、４～６年生３６名を対象に、学習内容の補充

を毎週木曜日に行っている。 

３ 取組の成果 

(1) 全国学力・学習状況調査問題の実施 

下位層の児童に対する全校体制できめ細かく徹底し

た個別指導の継続により、基礎的・基本的な知識及び

技能がより確実に定着したことで、活用の問題に粘り

強く挑戦する児童が増えた。学校独自に、全国学力・

学習状況調査問題（平成２５年度版）を実施し、４月

実施の調査結果と比較したところ、無解答の児童が減

少し、正答数の増えた児童が増加した。 

(2) 「児童の変容」教員意識調査結果  

実践後の教員の評価から、教員自身が以下のような       

成果を実感している。 

① 思考に関すること 

・図や表、文から読み取れることを話し合いながら

難しい問題にも取り組めるようになった。 

・公式や解き方を覚えるだけでなく、その理由を考 

えたり、考えを書けたりするようになった。 

    ・問題を読み、見通しと説明を考えて書くようにな

った。 

 ② 表現に関すること 

・正解を求めるだけではなく、友達に分かりやすく

説明することや、簡単に解決できる方法を説明し

ようという意欲が向上してきた。 

・根拠をはっきりさせて説明しようと頑張る姿が見

られるようになった。 

    ・伝えるために、わかりやすくキーワードを捉えて

言葉に表そうと努めている。 

  ③ 意欲に関すること 

    ・個人差は見られるものの、自主学習に取り組める

児童が増えてきた。 

・児童が、算数の授業で考えることの楽しさを感じ

ている。 

  ・難しい問題に諦めず取り組むようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループで調べ、話し合った結果を発表する様子 

まとめ 

◆ 調査問題を活用した授業づくりに全校体制

で取り組むことで、教員の意識が変わり、授業

改善（思考力・判断力・表現力等の育成）につ

ながります。 

◆ 調査問題を活用した授業づくりを進めるこ

とで、活用問題や難しい問題に諦めず、粘り強

く挑戦する児童が増えていきます。 

◆ 下位層の児童に対する全校体制で継続的な

個別の指導・支援により、基礎的・基本的な知

識及び技能の定着が図られ、学び合いの授業に

意欲的に参加できるようになります。 
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■学校の概要 

市の中心部に位置し、児童数３６３名、学級数１７学

級（特別支援学級を含む）の中規模校である。地域人材

をはじめ、周辺施設の美術館・博物館等との連携による

地域教育力を生かした教育を推進している。平成２６年

度学力向上アドバイザー派遣指定校であり、派遣以降の

とちぎっ子学習状況調査や全国学力・学習状況調査等の

結果では、徐々に学力向上の取組の成果がうかがえる。 

■取組の内容 

１ 授業スタンダードとしての「みんなの学び」の奨励 

(1) 「みんなの学び」の提案 

平成２６年度に、校長が本校の児童一人一人の学力

向上を願い、授業改善を図るために「みんなの学び」

を提案した。これは、秋田県の探究型授業を参考にし

た子どもの主体的な学びを育てる学習モデルである。

一つの学習モデルを提示し、教職員の共通理解を図る

ことにより、本校の授業スタンダード（校内共通の授

業モデル）を確立しようとしたものである。このこと

により、学力向上を図るための授業づくりに向けた組

織的な取組が進められている。併せて、児童自身が授

業の進め方を理解することで、どの先生の授業でも同

じように落ち着いて、安心して受けられることにつな

がっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 教職員、児童、保護者への働きかけ 

校長は、教職員、児童、保護者に対して、次のよう

な働きかけを行い、「みんなの学び」を提案した。 

① 教職員 

「みんなの学び」を考案し、分かりやすく示した

図を用いて、校内研修で教職員へ説明した。 

② 児童 

「みんなの学び」の図を印刷した学習ファイルを

作成し、全校児童に配布するとともに、各教室に掲

示した。また、校長が全校集会で全児童に説明する

とともに、担任等が授業の中で丁寧に説明した。 

③ 保護者 

年度当初の授業参観日に、保護者に対して学校経

営について説明する際、主体的に学ぶ子どもを育成

する「みんなの学び」を実現することで、学力向上

に取り組むことを強調した。 

 

２ 校内授業研究会と一人一授業の実践による校内研修 

(1) 校内授業研究会の実施 

① 年３回の校内授業研究会の実施（平成２８年度） 

県教委・市教委の指導主事や大学教授を指導者と

して派遣要請し、校内代表の授業者による研究授業

及び授業研究会を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「みんなの学び」 

 ２ 授業研究会                                                                        

事例８ 〔小学校〕 子どもの主体的な学びを育てる授業改善を図るために、学校全体で学習サイクルの確立と

充実に取り組んだ事例 

■取組のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■取組のポイント 

 

 

○ 授業スタンダード（校内共通の授業モデル）としての「みんなの学び」を奨励した。 

○ 「みんなの学び」を確立するために、校内研修において一人一授業を実践した。 

○ 「みんなの学び」の充実を図る継続的な授業実践を行った。 

Ⅱ 実践事例 

グループ学習の様子 

全体での発表の様子 
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② 「みんなの学び」の充実を図るための授業を見る

ポイント 

 

 

 

 

 

 

※ 「みんなの学び」の共通理解に基づき、授業研究

をすることにより、授業を見る視点が明確になり、

授業研究の質的な向上が期待できる。 

(2) 校内授業研究会と一人一授業の授業実践をつなぐ 

・ 校内授業研究会の実施後に、校内研修における

「振り返り」をまとめて、全教職員で共有を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 一人一授業の実践 

・ 校内授業研究会で各教員が学んだことを、一人一

授業に生かして実践し、実施後の「振り返り」を全

教職員で共有を図る。 

 

 

 

 

 

 

３ 「みんなの学び」を充実させる継続的な実践 

(1) 平成２６年度（１年次） 

① 授業充実の重点 

ア 「ねらい」、「学び合い」、「振り返り」の学習過

程の提案 

イ ペア・グループによる学び合い活動の積極的な

導入 

(2) 平成２７年度（２年次） 

① 授業充実の重点 

ア 「（めあてを）つかむ」において、児童が自ら課

題意識と見通しをもって解決できるようにする。 

イ 考えをまとめ、表現する言語活動を充実する。 

（なぜそうなるのかなど、理由を考え、表現してい

く学習活動を意図的に増やす。） 

② 年度初めに、校内研修で「みんなの学び」の参考

となる他県の算数の授業ビデオを視聴する。 

 ③ 年度末に、課題を焦点化するための校内研修を実

施する。 

ア 年度末に校内研修で各教師が授業実践を振り返

り、学力向上に向かう、子どもの主体的な学びを

育成する「みんなの学び」の充実が図られたか、

その取組の成果と課題について、ＫＪ法を用いて

集約する。 

イ 次年度の「みんなの学び」充実の方向性を検討

し、課題及び努力点を焦点化・重点化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 平成２８年度（３年次） 

① 授業充実の重点 

ア 児童の学習意欲を高めるために、次時につなが

るような「振り返り」の書き方を工夫するなど、

「めあて」に対応した振り返り活動を充実させる。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 学び合いを深めるための「話す・聞く」指導の

充実 

② 小中連携を図り、中学校区内の小・中学校におい

て、「みんなの学び」を共通理解し、協同して授業

づくりを進めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高学年の振り返りのポイント 

KJ法による成果と課題の焦点化・重点化 

まとめ 

◆ 校内授業研究会から一人一授業につながる

授業研究を実践することで、学校全体として

学力向上に向けた、各教員の授業改善の取組

となり、全校体制で子どもの主体的な学びを

育てる授業スタンダードを確立することがで

きます。 

◆ 「みんなの学び」を充実させるために、課題

を焦点化して、継続して授業実践に取り組む

ことは、有効であり、かつ肝要なことです。 

校内授業研究会後の教師の「振り返り」より 

・子どもの様子にスポットを当てた授業研究が 

勉強になった。子どもの反応を意識したい。 

・授業を通して話し合ったことやご指導いただ 

いたことを次につなげたい。 

・活発なグループ活動のための手立てがわかった。 
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■学校の概要 

本校開学の歴史は古く、本校を核に多くの分校を擁し

地域の教育の中心であった。 

 学校は、農村地帯に位置し、代を重ねる農家も多い。地

域住民は、教育に対する関心が高く、教育活動に協力的

で、物心両面に渡って学校を支えている。保護者は、学校

行事やＰＴＡ活動などに意欲的に参加している。 

全学年が、単学級の小規模校である。児童の家庭は、３

世代同居が多く、落ち着いた家庭環境の中で生活してい

る。また、望ましい生活習慣が定着しており、学習意欲も

高い。 

教師間の人間関係が良く、協働性もあり、それらが各

種の調査結果から得られた学習指導上の課題の改善に効

果を発揮している。 

とちぎっ子学習状況調査の結果は、全教科で県平均正

答率を上回り、特に５年生の国語・算数では高い成績を

示している。 

 

■取組の内容 

１ 板書計画と授業改善 

授業の目標を達成するには、授業の「めあて（ねらい）」

の設定や「学習活動」、「振り返り」を工夫することが大

切である。これを、１単位時間の中で構造的に表したも

のが、板書計画である。 

児童にとって、板書は、ノートを取る際の一番の手本

となるとともに、授業の流れを振り返るのにも重要であ

る。そのために、教師は、板書計画を立てて、工夫された

板書、分かりやすい板書を心がける必要がある。 

本校では、形式を統一した板書計画を作成し、授業で

実践しているが、以下のように授業改善にも効果的に結

び付いている。 

 

〔教師の感想から〕 

 ・板書計画を作成することで、教材研究の時間が増 

え、それが授業力の向上にもつながっていた。 

  ・１単位時間の授業の流れを意識し、時間の使い方  

を考えた指導を心がけるようになってきた。 

  ・課題の設定や発問の仕方を工夫したり、資料などを

積極的に活用したりするようなった。 

・児童は、板書を写すだけではなく、自分の考え等  

を付け加えながら記述することができるようにな

ってきた。 

    

２ 板書作成のポイント 

本校では、板書を作成する際のポイントとして、以下

の７項目を示し、共通理解を図っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

１年 国語の板書例 

 

３ 板書の保存と共有化 

本校では、毎月の職員会議において、板書作成の留意

点について確認している。また、授業終了時に板書を撮

影してタブレットに保存し、「板書ライブラリー」を作成

することで、いつでも活用できるように共有化を図って

いる。全ての授業の板書内容を保存することはできない

ことから、国語、算数、道徳について、毎時間保存するよ

うにしている。 

さらに、保存した板書画像をプリントアウトして週案

に添付し、管理職が授業実践の状況を確認している。 

 ２ 授業研究会                                                                        

事例９ 板書計画に基づく授業改善例 

■取組のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

■取組のポイント 

 

 

○ 校内で形式を統一した板書計画を作成し、授業改善に努めた。 

○ 教師間で板書計画を研究し合い、板書ライブラリーに保存し、共有化を図った。 

○ 板書と連動したノートづくりにより、児童が家庭での自主学習で復習に取り組めるように支援した。 

Ⅱ 実践事例 

 板書を作成する際のポイント 

① 学習のねらい（めあて）を示す。 

② ねらい（めあて）に整合したまとめにする。 

③ 児童の思考に沿った構造的な板書を行う。 

④ 振り返る活動で活用しやすい板書にする。 

⑤ 板書の文字が児童の手本となるようにする。 

⑥ 板書する際に、チョークの色分けを行う。 

⑦ 黒板をいつもきれいにし、授業の内容に関係が 

ないプリント類など、不要なものは貼らない。 
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４ 板書と連動したノートづくり 

ノートは、児童が自分の思考を表現する場であり、

思考や学習内容を整理する場でもある。また、ノート

指導は、言語活動の「書く」ことに関わる大切な活動

でもある。 

ノート指導においては、板書を手本にしながら書か

せることが考えられるが、教師の板書を基に、それぞ

れの児童が自分自身で工夫して書けるようにしていく

必要がある。教科ごとの基本的なノートの取り方はも

ちろん、授業のまとめ方や感想の書き方などについて

も、学校全体での共通理解の下に統一した指導を行っ

ていくことが大切である。 

また、授業後に回収したノートに、助言や励ましの

言葉、感想などを記入したり、工夫して書いている児

童のノートを紹介したりするなど、評価に生かすこと

により、児童の意欲を高めている。 

本校では、ノートを取る際の約束として、以下の７

点について、児童に統一して伝えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年 理科のノート例        １年 国語のノート例  

 

さらに、ノートを取ることの必要性や有効性を児童

に感じさせるためには、板書とノートを連動させるこ

とを重視しながら板書計画を作成していくことが大切

になってくる。そのために、児童と同じように板書計

画作成用のノートなどの資料を準備している。板書の 

内容とともに児童に書かせる分量を考慮した「板書用

ノート・ワークシート」を作成することも効果的であ

る。 

「板書用ノート・ワークシート」を作成することそ

のものが授業の教材研究を促進するとともに、授業の

充実にもつながっていく。以上のことから、本校では、

これを「板書型指導案」と呼んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書用ノート・ワークシート（板書型指導案）の例 

 

まとめ 

◆ 本校では、授業改善を進めるに当たり、

「板書の構造化」を取り上げました。授業の

板書計画の作成や、板書と「児童のノートづ

くり」との連動を意識した授業の実践など

の取組を、全校体制で進めています。 

◆ 授業改善への意識を高めるために、教員

一人一人の素晴らしい取組の共有化を図っ

ています。また、毎月の職員会議で、板書計

画の作成に関する意見交換や板書作成に統

一性をもたせるための確認を行っていま

す。 

◆ 各担任が、板書をタブレットにデータで

保存し、板書ライブラリーとして共有化を

図るとともに、いつでも取り出して活用で

きるようにしています。 

◆ ノートづくりは、授業と家庭学習をつな

ぐ役割を果たし、授業の復習をはじめ、自主

学習を促すことにも結び付いています。 

これにより、「板書計画 → 授業〔めあて・

振り返り〕→ 家庭学習・自主学習〔めあて・

振り返り〕の流れ（サイクル）」が定着しつ

つあります。 

 ノートを取る際の約束 

① 日付、ページを書く。 

② 線を引くときは定規を使う。 

③ めあては○め  を使う。 

（めあてを赤囲みする) 

④ 自分の考えを書くときは○かを使う。 

⑤ 振り返りを書くときは○ふを使う。 

（振り返りを青囲みする） 

⑥ 行を変えて書く。 

⑦ 印をつけて揃えて書く。 

 

授
業
の
流
れ 

発
問
の
内
容 

授業の展開 

板書の内容 

自分の考えを書く 

授業の振り返りを書く 



20 

 

■学校の概要 

学区の中央部を県道とバイパスが東西に走り、南北

に広域農道が開通して交通量も多い地域に立地する中

規模校である。 

「まごころ教育」を学校経営の中核に据え、児童は

明るく穏やかで欠席が少ない。読書が好きで、学校で

も家庭でもよく読書をしている。 

とちぎっ子学習状況調査や全国学力・学習状況調査

の教科における結果は、いずれも県や国の平均正答率

を上回っている。 

 

■取組の内容 

１ とちぎっ子学習状況調査の質問紙調査の結果から 

 学業指導における「帰属意識」に関連する調査項目

の「自分はクラスの人の役に立っている」について、

「はい」と回答した割合を、同一集団に着目して本校

と県の結果と比較すると、平成２６年度４年生は、平

成２７年度５年生のとき１２ポイント上昇している。

同様に、平成２７年度４年生は、平成２８年度５年生

のとき２１.１ポイント上昇している。 

「規範意識」や「互いに高め合える学級」の項目で

も県平均を大きく上回っていることが調査結果から明

らかになった。また、児童の欠席が少なく、全ての教

科で県や国の平均正答率を上回っていることからも、

集団づくりと授業づくりへの組織的・継続的な取組が

効果を上げていると考えられる。 

 

２ 学びに向かう集団（学級）づくり  

(1) 聴くことを充実させる取組 

   授業では、どのクラスもペア学習やグループ活動

を取り入れ、聴き合う関係の育成を図っている。子

ども同士で「どうしてそうなるの？」と訊ける関係

を築くことで、分からない子も意欲的に授業に参加

できるようにしている。 

 

(2) 朝の読書活動 

朝の読書は、週４回（月・火・木・金の１０分間）

行っている。読む本は児童が選んだものを使用して

いる。また、各学年で、教師が選んだ本を１０冊程

度「必読図書」に指定し、読書後に１５０字程度の

感想文を書かせている。「必読図書」を全部読み終

えた児童には、校長から直接「読破賞」が贈られる。

ほとんどの児童は、２学期に「読破賞」を貰ってい

る。朝の読書の習慣化によって、落ち着いて授業に

参加できると考えられる。 

(3) ソーシャルスキルを身に付ける取組 

全学年一斉で、毎月１回、水曜日の業間の２５分

を利用して、年間１０回のソーシャルスキルの指導

を学級担任が行っている。本校は、１・３・５年生

になるときに、クラス替えを行っているが、その際、

集団に馴染めず仲間に入って行けない児童が見られ

る。ソーシャルスキルの活動を通し、一緒に身体を

動かしたり、ゲームをする中で友達のよさを理解し、

自分の存在感も感じたりすることができるので、こ

の活動は学級づくりに効果的であると考えられる。 

 

 

Ⅱ 実践事例 

 ３ 学業指導の充実                                                                        

事例１０ ［小学校］学業指導の充実を通した学力向上の取組の事例 

■取組のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

■取組のポイント 

 

 

○ 学びに向かう集団づくりのため、日々の授業で聴き合う関係を育成するとともに、朝の読書活動

やソーシャルスキルの育成に全学年で取り組んだ。 

○ 子どもが意欲的に取り組む授業をつくるため、「魅力ある課題」→「個人で学習する場面」→「集団

で学習する場面」→「授業を振り返る場面」の流れを意識した授業を全クラスで実践した。 

ソーシャルスキルの取組（業間） 
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 まとめ 

◆ 聴き合う関係の育成や朝の読書は、児童が安心

し、落ち着いた気分で授業に取り組めるようにな

る効果があると考えられます。 

◆ ソーシャルスキルを身に付ける活動を、計画的・

組織的に行うことで、児童相互・児童と教員相互

の信頼関係を醸成し、様々な不安やトラブルを解

決することに役立つと考えられます。 

◆ 全教員の共通理解のもと、児童生徒一人一人が

活躍できる授業場面を設定したり、互いの意見を

よく聞き、考えを伝え合ったりすることが、学力

向上にも有効であると考えられます。 

３ 子どもが意欲的に取り組む授業づくり 

(1) 授業展開の工夫 

  自信をもたせる授業を展開するため、全クラス共

通で、「魅力ある課題の設定」→「個人で学習する場

面の設定」→「集団で学習する場面の設定」→「授

業を振り返る場面の設定」の４つの場面を設定して

いる。特に、「集団で学習する場面」では、児童一人

一人が活躍できる場を意図的に設定し、ペア・グル

ープ・クラス全体で聴き合うことを通して、今まで

気付かなかったことや仲間のよさを見つけたり、複

数の考え方から新しい事柄をつくり上げたりするな

ど、学び合う喜びを味わえるようにしている。 

(2) 算数学習の進め方 

平成２４年度、算数科を中心とした学校課題に取

り組んだ際、学習過程を考える必要性から、教員が

意見を出し合い、「算数学習の進め方」を作成した。

算数科以外の教科でも、「つかむ」「見通しをもつ」

「話し合う」の３つの学習過程を取り入れ、日々の

授業で実践している。 

 

 

 

(3) コミュニケーション能力を育む授業 

  話す・聞く際の視点を教室に掲示し、それらを活

用して児童自身の振り返りを行い、話し方や聞き方

の技能を身に付けさせる。また、全教科・領域等に

おいて、意図的・計画的に体験活動を取り入れた学

習を展開し、「よく聞き、考えを伝え合う」活動を意

識的に行う。 

(4) 授業研究会の工夫 

教員の授業力の更なる向上のため、今年度から授

業研究会におけるグループ協議の人数を３人とした。

昨年度までは、２グループで協議していたが、教員

から出された意見を基に、小集団での協議に変更し

た。１回の研究授業では、２名が授業を行う。そし

て、授業研究会では４つのグループを作り、１授業

を２グループで協議し、最後に全体会で報告する方

法をとっている。 

教員からは「授業を見る観点を決め、３人で協議

することで、以前より話合いが深まったと感じてい

る。」などの感想が出されている。 

                  

 

 

「算数学習の進め方」 

 

授業研究会の様子 
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次の①～④の資料について説明します。 

 

① とちぎの子どもの「確かな学力」向上のために 

  言語活動の充実を図るための３つの提案 

 本資料は、「全国学力・学習状況調査」及び「とちぎっ子学習状況調査」の結果から

明らかになった課題を踏まえ、言語活動の充実を図るための具体的な取組を提案して

います。これまでに配布されている資料「授業改善に向けた３つの視点」と併せて活

用ください。 

 

 

② 学力向上アドバイザーからのメッセージ 

  本資料は、学力向上アドバイザーが学校を訪問した際に活用した資料の一例です。

学力向上アドバイザーの２７００回程度の学校訪問を踏まえ、組織的に学力向上に取

り組み、成果を上げている学校の共通点を、学力向上の３つの柱に基づいて、７つに

まとめています。学力向上の取組の参考にすることができます。 

 

 

③ とちぎの子どもの「確かな学力」向上のために 

平成２８年度全国学力・学習状況調査結果から 

 本資料は、平成２８年度全国学力・学習状況調査の結果について、栃木県（公立）

と全国（公立）との比較から分かる特徴をまとめたもので、全２４ページで構成され

ています。県教育委員会ホームページからダウンロードし、活用ください。 

http://www.pref.tochigi.lg.jp/m04/tochigikko.html 

 

 

④ ③の資料を活用した校内研修例 

本資料は、③の資料と併せて配布された資料です。自校の調査結果を授業改善につ

なげるための校内研修の進め方を例示しています。③の資料を活用する際の参考にし

てください。 



古紙配合率80％再生紙を使用しています

栃木県教育委員会事務局学校教育課　学力向上推進室　〒320－8501　宇都宮市塙田１丁目１番20号　TEL：028－623－3367　FAX：028－623－3361

とちぎの子どもの「確かな学力」向上のために

言語活動の充実を図る３つの提案
　本資料では、「全国学力･学習状況調査」及び「とちぎっ子学習状況調査」の結果から明らかになった
課題を踏まえ、言語活動を充実させるための３つの提案をします。「とちぎの子どもの『確かな学力』
向上のために　授業改善に向けた３つの視点」（栃木県教育委員会　Ｈ27年度）と併せて御活用ください。

　授業では、言語活動を充実させるとともに、引き続き、「ねらいの提示・振り返る活動」と
「自分の考えを書く活動」を適切に位置付け、主体的な学習活動をより効果的に展開しましょう！

　各教科の調査結果から明らかになった課題（抜粋）
◆　基礎的・基本的な知識及び技能に関する問題は概ね良好な結果であったが、いくつかの問題におい
て課題が見られる。
◆　思考力・判断力・表現力等を問う問題については、依然として課題が見られる。特に、資料や情報
に基づいて自分の考えを明確に記述したり、筋道を立てて表現したりするなどの記述式問題の平均正
答率が低い。

　児童生徒質問紙調査結果から明らかになった課題（抜粋）
◆　話合い活動を授業などでよく行っているが、話合いに深まりを感じている児童生徒が少ない。

「学級の友達と［生徒］の間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることが
できていると思いますか」

※平成28年度全国学力・学習状況調査（栃木県）　児童生徒質問紙

とちぎの子どもの「確かな学力」向上のために　授業改善に向けた３つの視点

目標（めあて・ねらい）の共有化
◇　先生と児童生徒でねらいを共有し、学習の見
通しをもたせましょう。

自分の考えを書く活動の習慣化
◇　自分の考えを書く活動と、言葉で人に伝える
「説明」「話合い」などの活動を相互に関連付
けましょう。

振り返る活動の工夫
◇　児童生徒が自己の学びを実感できる時間を確保しましょう。
◇　児童生徒の振り返りから、実態を把握し、授業改善・指導方法の工夫に
向けたヒントを見つけましょう。

導　　入

展　　開

終　　末

言語活動の充実を図る３つの提案

　提案１ 言語活動を行う目的を確認しましょう
　提案２ 言語活動を計画的に位置付けましょう
　提案３ 自分の考えを書く活動と、言葉で人に伝える「説明」「話合い」など

の活動を相互に関連付けましょう

平成28年12月　栃木県教育委員会

栃木県教育委員会（H27年度）

平成28年度全国学力・学習状況調査関連資料
文部科学省　国立教育政策研究所　教育課程研究センター

「主体的に考え表現できる子ども」
を育てるために

とちぎの子どもの学力向上を図る
授業改善例

栃木県教育委員会（H26年度）

参考となる資料について　　※これらの資料は、それぞれのホームページからダウンロードすることができます。

保存版
提案１ 言語活動を行う目的を確認しましょう

「児童生徒に対して、学級やグループで話し合う活動を授業などで行いましたか」
※全国学力・学習状況調査（栃木県）　学校質問紙

「児童生徒は、学級やグループでの話合いなどの活動で、自分の考えを深めたり、広げたりすること
ができていると思いますか」 ※平成28年度全国学力・学習状況調査（栃木県）　学校質問紙

　上のグラフを見ると、「よく行った」と回答した学校の割合が、年々増えて
いることが分かります。

　そうですね。平成28年度は、約半数の学校で、学級やグループで話し合う
活動を「よく行った」と回答しています。では、次のグラフを見てみましょう。

　なるほど。話合いの場は多く設定されていても、単なる意見交換にとどまり
形骸化していたり、話し合わせること自体が目的になっていたりすることがあり
ますね。

　「そのとおりだと思う」と回答した学校の割合は、小学校、中学校ともに
１割以下であることが分かります。話合いなどの活動で、「自分の考えを深め
たり、広げたりすることができている」と捉えている学校が少ないようですね。

　話合いなどの言語活動をどのように捉えて、授業に取り組んでいったら
よいのでしょうか。

　話合いなどの言語活動は、各教科等の目標を実現するための手立ての一つ
です。言語活動を通してどんな力を育成するかを明確にするとともに、授業
の中で、言語活動を効果的に位置付けていくことが大切です。

私は、子どもたちが楽しそうに話合いを行っていればいいと思っていて、
考えの深まりまでは意識していませんでした。

そのとおりだと思う　　　どちらかといえば、そう思う　　　どちらかといえば、そう思わない　　　そう思わない

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％　

8.1
8.5

60.1
61.8

30.7
29.7

1.1
0.0

小学校
中学校

H28
H27
H26

小学校（栃木県）
※　「よく行った」と回答した学校の割合

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

　　56.3
　49.2
45.8

H28
H27
H26

中学校（栃木県）

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

　　46.7
　38.7
35.5

Ｑ２

言語活動の充実に関するＱ＆Ａ

　言語活動を充実させると、時間が足りなくなってしまうのではない
でしょうか。

　１単位時間の中で、全ての場面において言語活動を充実させようとすると、時間が足り
なくなることがあります。各教科等のねらいを達成させるための手立てとして、どの場面
でどのような学習活動を行うとより効果的かを考えて、言語活動を位置付けることが大切
です。

Ａ２

Ｑ３ 　言語活動を充実させると、基礎的・基本的な知識・技能の習得など
がおろそかになってしまうのではないでしょうか。

　言語活動を充実させることは、基礎的・基本的な知識・技能をより確実に習得させる
ことにつながります。
　例えば、理科の授業において、児童生徒が、観察実験の結果から分かることをまとめる際、
これまでに学習した科学的な言葉や概念を用いて表現したり、話し合ったりすることで、
自分の考えを深めるとともに、基礎的・基本的な知識・技能の定着を図ることができる
のではないでしょうか。

Ａ３

Ｑ１ 　言語活動には、どのようなものがあるのでしょうか。

　平成20年中央教育審議会答申では、思考力・判断力・表現力等を育むために各教科で
必要な学習活動の例として、次の６点が示されています。

・体験から感じ取ったことを表現する活動
・事実を正確に理解し伝達する活動
・概念・法則・意図などを解釈し、説明したり活用したりする活動
・情報を分析・評価し、論述する活動
・課題について、構想を立て実践し、評価・改善する活動
・互いの考えを伝え合い、自らの考えや集団の考えを発展させる活動　　　等
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そう思う　　　どちらかといえば、そう思う　　　どちらかといえば、そう思わない　　　そう思わない

「そう思う」と回答した児童生徒の方が、平均正答率が高いことが分かります。

「そう思う」と回答した児童生徒の割合は、３割程度であることが分かります。
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言語活動の充実に関する指導事例集　　　　　
～思考力・判断力・表現力等の育成に向けて～

文部科学省（Ｈ23年度）

思考力・判断力・表現力を育む授業づくり
栃木県総合教育センター（H26・27年度）
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古紙配合率80％再生紙を使用しています

栃木県教育委員会事務局学校教育課　学力向上推進室　〒320－8501　宇都宮市塙田１丁目１番20号　TEL：028－623－3367　FAX：028－623－3361

とちぎの子どもの「確かな学力」向上のために

言語活動の充実を図る３つの提案
　本資料では、「全国学力･学習状況調査」及び「とちぎっ子学習状況調査」の結果から明らかになった
課題を踏まえ、言語活動を充実させるための３つの提案をします。「とちぎの子どもの『確かな学力』
向上のために　授業改善に向けた３つの視点」（栃木県教育委員会　Ｈ27年度）と併せて御活用ください。

　授業では、言語活動を充実させるとともに、引き続き、「ねらいの提示・振り返る活動」と
「自分の考えを書く活動」を適切に位置付け、主体的な学習活動をより効果的に展開しましょう！

　各教科の調査結果から明らかになった課題（抜粋）
◆　基礎的・基本的な知識及び技能に関する問題は概ね良好な結果であったが、いくつかの問題におい
て課題が見られる。
◆　思考力・判断力・表現力等を問う問題については、依然として課題が見られる。特に、資料や情報
に基づいて自分の考えを明確に記述したり、筋道を立てて表現したりするなどの記述式問題の平均正
答率が低い。

　児童生徒質問紙調査結果から明らかになった課題（抜粋）
◆　話合い活動を授業などでよく行っているが、話合いに深まりを感じている児童生徒が少ない。

「学級の友達と［生徒］の間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることが
できていると思いますか」

※平成28年度全国学力・学習状況調査（栃木県）　児童生徒質問紙

とちぎの子どもの「確かな学力」向上のために　授業改善に向けた３つの視点

目標（めあて・ねらい）の共有化
◇　先生と児童生徒でねらいを共有し、学習の見
通しをもたせましょう。

自分の考えを書く活動の習慣化
◇　自分の考えを書く活動と、言葉で人に伝える
「説明」「話合い」などの活動を相互に関連付
けましょう。

振り返る活動の工夫
◇　児童生徒が自己の学びを実感できる時間を確保しましょう。
◇　児童生徒の振り返りから、実態を把握し、授業改善・指導方法の工夫に
向けたヒントを見つけましょう。

導　　入

展　　開

終　　末

言語活動の充実を図る３つの提案

　提案１ 言語活動を行う目的を確認しましょう
　提案２ 言語活動を計画的に位置付けましょう
　提案３ 自分の考えを書く活動と、言葉で人に伝える「説明」「話合い」など

の活動を相互に関連付けましょう

平成28年12月　栃木県教育委員会

栃木県教育委員会（H27年度）

平成28年度全国学力・学習状況調査関連資料
文部科学省　国立教育政策研究所　教育課程研究センター

「主体的に考え表現できる子ども」
を育てるために

とちぎの子どもの学力向上を図る
授業改善例

栃木県教育委員会（H26年度）

参考となる資料について　　※これらの資料は、それぞれのホームページからダウンロードすることができます。

保存版
提案１ 言語活動を行う目的を確認しましょう

「児童生徒に対して、学級やグループで話し合う活動を授業などで行いましたか」
※全国学力・学習状況調査（栃木県）　学校質問紙

「児童生徒は、学級やグループでの話合いなどの活動で、自分の考えを深めたり、広げたりすること
ができていると思いますか」 ※平成28年度全国学力・学習状況調査（栃木県）　学校質問紙

　上のグラフを見ると、「よく行った」と回答した学校の割合が、年々増えて
いることが分かります。

　そうですね。平成28年度は、約半数の学校で、学級やグループで話し合う
活動を「よく行った」と回答しています。では、次のグラフを見てみましょう。

　なるほど。話合いの場は多く設定されていても、単なる意見交換にとどまり
形骸化していたり、話し合わせること自体が目的になっていたりすることがあり
ますね。

　「そのとおりだと思う」と回答した学校の割合は、小学校、中学校ともに
１割以下であることが分かります。話合いなどの活動で、「自分の考えを深め
たり、広げたりすることができている」と捉えている学校が少ないようですね。

　話合いなどの言語活動をどのように捉えて、授業に取り組んでいったら
よいのでしょうか。

　話合いなどの言語活動は、各教科等の目標を実現するための手立ての一つ
です。言語活動を通してどんな力を育成するかを明確にするとともに、授業
の中で、言語活動を効果的に位置付けていくことが大切です。

私は、子どもたちが楽しそうに話合いを行っていればいいと思っていて、
考えの深まりまでは意識していませんでした。

そのとおりだと思う　　　どちらかといえば、そう思う　　　どちらかといえば、そう思わない　　　そう思わない
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※　「よく行った」と回答した学校の割合
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　　46.7
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Ｑ２

言語活動の充実に関するＱ＆Ａ

　言語活動を充実させると、時間が足りなくなってしまうのではない
でしょうか。

　１単位時間の中で、全ての場面において言語活動を充実させようとすると、時間が足り
なくなることがあります。各教科等のねらいを達成させるための手立てとして、どの場面
でどのような学習活動を行うとより効果的かを考えて、言語活動を位置付けることが大切
です。

Ａ２

Ｑ３ 　言語活動を充実させると、基礎的・基本的な知識・技能の習得など
がおろそかになってしまうのではないでしょうか。

　言語活動を充実させることは、基礎的・基本的な知識・技能をより確実に習得させる
ことにつながります。
　例えば、理科の授業において、児童生徒が、観察実験の結果から分かることをまとめる際、
これまでに学習した科学的な言葉や概念を用いて表現したり、話し合ったりすることで、
自分の考えを深めるとともに、基礎的・基本的な知識・技能の定着を図ることができる
のではないでしょうか。

Ａ３

Ｑ１ 　言語活動には、どのようなものがあるのでしょうか。

　平成20年中央教育審議会答申では、思考力・判断力・表現力等を育むために各教科で
必要な学習活動の例として、次の６点が示されています。

・体験から感じ取ったことを表現する活動
・事実を正確に理解し伝達する活動
・概念・法則・意図などを解釈し、説明したり活用したりする活動
・情報を分析・評価し、論述する活動
・課題について、構想を立て実践し、評価・改善する活動
・互いの考えを伝え合い、自らの考えや集団の考えを発展させる活動　　　等
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そう思う　　　どちらかといえば、そう思う　　　どちらかといえば、そう思わない　　　そう思わない

「そう思う」と回答した児童生徒の方が、平均正答率が高いことが分かります。

「そう思う」と回答した児童生徒の割合は、３割程度であることが分かります。
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言語活動の充実に関する指導事例集　　　　　
～思考力・判断力・表現力等の育成に向けて～
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思考力・判断力・表現力を育む授業づくり
栃木県総合教育センター（H26・27年度）



古紙配合率80％再生紙を使用しています

栃木県教育委員会事務局学校教育課　学力向上推進室　〒320－8501　宇都宮市塙田１丁目１番20号　TEL：028－623－3367　FAX：028－623－3361

とちぎの子どもの「確かな学力」向上のために

言語活動の充実を図る３つの提案
　本資料では、「全国学力･学習状況調査」及び「とちぎっ子学習状況調査」の結果から明らかになった
課題を踏まえ、言語活動を充実させるための３つの提案をします。「とちぎの子どもの『確かな学力』
向上のために　授業改善に向けた３つの視点」（栃木県教育委員会　Ｈ27年度）と併せて御活用ください。

　授業では、言語活動を充実させるとともに、引き続き、「ねらいの提示・振り返る活動」と
「自分の考えを書く活動」を適切に位置付け、主体的な学習活動をより効果的に展開しましょう！

　各教科の調査結果から明らかになった課題（抜粋）
◆　基礎的・基本的な知識及び技能に関する問題は概ね良好な結果であったが、いくつかの問題におい
て課題が見られる。
◆　思考力・判断力・表現力等を問う問題については、依然として課題が見られる。特に、資料や情報
に基づいて自分の考えを明確に記述したり、筋道を立てて表現したりするなどの記述式問題の平均正
答率が低い。

　児童生徒質問紙調査結果から明らかになった課題（抜粋）
◆　話合い活動を授業などでよく行っているが、話合いに深まりを感じている児童生徒が少ない。

「学級の友達と［生徒］の間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることが
できていると思いますか」

※平成28年度全国学力・学習状況調査（栃木県）　児童生徒質問紙

とちぎの子どもの「確かな学力」向上のために　授業改善に向けた３つの視点

目標（めあて・ねらい）の共有化
◇　先生と児童生徒でねらいを共有し、学習の見
通しをもたせましょう。

自分の考えを書く活動の習慣化
◇　自分の考えを書く活動と、言葉で人に伝える
「説明」「話合い」などの活動を相互に関連付
けましょう。

振り返る活動の工夫
◇　児童生徒が自己の学びを実感できる時間を確保しましょう。
◇　児童生徒の振り返りから、実態を把握し、授業改善・指導方法の工夫に
向けたヒントを見つけましょう。

導　　入

展　　開

終　　末

言語活動の充実を図る３つの提案

　提案１ 言語活動を行う目的を確認しましょう
　提案２ 言語活動を計画的に位置付けましょう
　提案３ 自分の考えを書く活動と、言葉で人に伝える「説明」「話合い」など

の活動を相互に関連付けましょう

平成28年12月　栃木県教育委員会

栃木県教育委員会（H27年度）

平成28年度全国学力・学習状況調査関連資料
文部科学省　国立教育政策研究所　教育課程研究センター

「主体的に考え表現できる子ども」
を育てるために

とちぎの子どもの学力向上を図る
授業改善例

栃木県教育委員会（H26年度）

参考となる資料について　　※これらの資料は、それぞれのホームページからダウンロードすることができます。

保存版
提案１ 言語活動を行う目的を確認しましょう

「児童生徒に対して、学級やグループで話し合う活動を授業などで行いましたか」
※全国学力・学習状況調査（栃木県）　学校質問紙

「児童生徒は、学級やグループでの話合いなどの活動で、自分の考えを深めたり、広げたりすること
ができていると思いますか」 ※平成28年度全国学力・学習状況調査（栃木県）　学校質問紙

　上のグラフを見ると、「よく行った」と回答した学校の割合が、年々増えて
いることが分かります。

　そうですね。平成28年度は、約半数の学校で、学級やグループで話し合う
活動を「よく行った」と回答しています。では、次のグラフを見てみましょう。

　なるほど。話合いの場は多く設定されていても、単なる意見交換にとどまり
形骸化していたり、話し合わせること自体が目的になっていたりすることがあり
ますね。

　「そのとおりだと思う」と回答した学校の割合は、小学校、中学校ともに
１割以下であることが分かります。話合いなどの活動で、「自分の考えを深め
たり、広げたりすることができている」と捉えている学校が少ないようですね。

　話合いなどの言語活動をどのように捉えて、授業に取り組んでいったら
よいのでしょうか。

　話合いなどの言語活動は、各教科等の目標を実現するための手立ての一つ
です。言語活動を通してどんな力を育成するかを明確にするとともに、授業
の中で、言語活動を効果的に位置付けていくことが大切です。

私は、子どもたちが楽しそうに話合いを行っていればいいと思っていて、
考えの深まりまでは意識していませんでした。

そのとおりだと思う　　　どちらかといえば、そう思う　　　どちらかといえば、そう思わない　　　そう思わない
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Ｑ２

言語活動の充実に関するＱ＆Ａ

　言語活動を充実させると、時間が足りなくなってしまうのではない
でしょうか。

　１単位時間の中で、全ての場面において言語活動を充実させようとすると、時間が足り
なくなることがあります。各教科等のねらいを達成させるための手立てとして、どの場面
でどのような学習活動を行うとより効果的かを考えて、言語活動を位置付けることが大切
です。

Ａ２

Ｑ３ 　言語活動を充実させると、基礎的・基本的な知識・技能の習得など
がおろそかになってしまうのではないでしょうか。

　言語活動を充実させることは、基礎的・基本的な知識・技能をより確実に習得させる
ことにつながります。
　例えば、理科の授業において、児童生徒が、観察実験の結果から分かることをまとめる際、
これまでに学習した科学的な言葉や概念を用いて表現したり、話し合ったりすることで、
自分の考えを深めるとともに、基礎的・基本的な知識・技能の定着を図ることができる
のではないでしょうか。

Ａ３

Ｑ１ 　言語活動には、どのようなものがあるのでしょうか。

　平成20年中央教育審議会答申では、思考力・判断力・表現力等を育むために各教科で
必要な学習活動の例として、次の６点が示されています。

・体験から感じ取ったことを表現する活動
・事実を正確に理解し伝達する活動
・概念・法則・意図などを解釈し、説明したり活用したりする活動
・情報を分析・評価し、論述する活動
・課題について、構想を立て実践し、評価・改善する活動
・互いの考えを伝え合い、自らの考えや集団の考えを発展させる活動　　　等
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国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ

（％）

そう思う　　　どちらかといえば、そう思う　　　どちらかといえば、そう思わない　　　そう思わない

「そう思う」と回答した児童生徒の方が、平均正答率が高いことが分かります。

「そう思う」と回答した児童生徒の割合は、３割程度であることが分かります。
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言語活動の充実に関する指導事例集　　　　　
～思考力・判断力・表現力等の育成に向けて～

文部科学省（Ｈ23年度）

思考力・判断力・表現力を育む授業づくり
栃木県総合教育センター（H26・27年度）



　第７時に、「折れ線グラフを的確に読みとること」をねらいとした授業を行います。
そこでは、単元全体を通して身に付けた力を使って問題解決ができるようにさせたいと
思います。

まず最初に、単元の目標をしっかりと確認しましょう。

提案２ 言語活動を計画的に位置付けましょう

　「言語活動を適切に位置付けたか」という問いに対して、「よく行った」と
回答している学校の割合は３割程度ですね。

　そうですね。話合いによる意見の交流の場面を設定するなど、言語活動を
意識した授業は、よく行われているようです。でも、「言語活動を適切に
位置付けている」という学校は、まだ少ないようです。

　「言語活動を適切に位置付ける」とは、どういうことですか。

　ここでの「適切に」とは、例えば、「計画的に」ということが考えられます。
指導計画の中に言語活動を位置付ける際は、各教科等の指導のねらいのもと
に、どのような力を身に付けさせたいのか、そのためにどのような言語活動を
行うとより効果的なのかを考えることが大切です。

　次に、単元全体を見通して、単元の目標を達成するために、どこで、どのような
言語活動を位置付けていくと効果的かを考えます。

　単元の指導計画の中に、言語活動を計画的に位置付けていくことが大切です。
その際に留意する点は、次のようになります。

　第１～３時は、
単元のもととなる
学習なので、グラ
フの読み方やかき
方をしっかりと身
に付けさせましょ
う。

　第４時は、前時
までに学習したこ
とをもとに考察す
る学習です。考察
させる場面では、
自分の考えを書く
時間を十分に確保
しましょう。

　第７時は、身に
付けた力を使って、
グラフを読んだり、
かいたりする学習
です。自分の考え
を書く活動と話合
い活動を相互に関
連付けましょう。

　第５・６時は、
状況に応じたグラ
フの適切な読み方
やかき方を学習し
ます。「説明」「話
合い」などの活動
を通して、意見の
交流を行うとよい
ですね。

　分かりました。実際に、言語活動をどのように指導計画に位置付けたら
よいか、教えていただけますか。

　では、「小学校４年　算数　折れ線グラフ」の単元の指導計画を例に、
一緒に考えてみましょう。

「各教科等の指導のねらいを明確にした上で、言語活動を適切に位置付けましたか」
※平成28年度全国学力・学習状況調査（栃木県）　学校質問紙

○　折れ線グラフのよさに気付き、進んで生活や学習に活用しようとする。【算数への関心・意欲・態度】
○　折れ線グラフから変化の様子を読み取り、資料の特徴や傾向を考えることができる。

【数学的な考え方】
○　資料を折れ線グラフに表したり、資料から変化の特徴を読み取ったりすることができる。

【数量や図形についての技能】
○　折れ線グラフで表すことが有効な場面を知り、その読み方や表し方を理解することができる。

【数量や図形についての知識・理解】

本時のねらい

折れ線グラフの読み方を理解する。

折れ線グラフのかき方を理解する。

２つの折れ線グラフを同じグラフ用紙に表して
考察し、読み取ることができる。

適切な目盛りの取り方や省略の仕方を考えたり、
折れ線グラフと場面とを結び付けて読み取った
りすることができる。

折れ線グラフから読み取れることと読み取れな
いことを考え、折れ線グラフについての理解を
深める。

折れ線グラフを的確に読み取ることができる。

基本的な学習内容の理解を確認し、定着を図る。

時数

第１時
第２時

第３時

第４時

第５時

第６時

第７時

第８時

４年算数「折れ線グラフ」
単元指導計画

※　この表は、単元指導計画の一部を示しています。

　　授業の中で、自分の考えを書く活動と話合い活動を関連付けて行っている場面
「小学校４年　算数　折れ線グラフ」（８時間）　　第７時の授業について

本時のねらい
　折れ線グラフを的確に読み取ること
ができる。

　各学校の図書委員たちは、読書活動をすすめ
た成果を表すために、４月から７月までの４か
月間の「物語」の貸出冊数の変化の様子を、
それぞれ折れ線グラフにまとめました。

学習活動①　２つのグラフの変化の様子を比較し、１目盛りの違いに気付く。

　５月から６月までの１か月間で、Ａ小学校とＢ小学校のどちらの方が貸出冊数の
増え方が大きいでしょうか。
　まず、気付いたことをノートに書いてみましょう。次に、書いたことをもとに
話し合います。

　５月から６月の間の貸出冊数の変化を比べると、Ｂ小学校の方が、グラフの
線の傾きが急に見えるから、貸出冊数の変化も大きいと思います

学習活動②　貸出冊数の変化を比較できるようにグラフを表現し直し、グラフの
特徴を話し合う。

話し合ったことをもとにグラフを表現し直す

表現し直したグラフをもとに話し合う

　２つの学校の貸出冊数の変化は、どうしたら比べやすくなりますか。

　それぞれのグラフの
目盛りの幅をそろえる
とよいと思います。

　それなら、１つのグラフ用紙にＡ小学校と
Ｂ小学校の貸出冊数を重ねてかくと、比べやすい
と思います。

　でも、５月と６月の貸出冊数は、Ａ小学校は
およそ400冊増えていて、Ｂ小学校はおよそ
300冊増えています。だから、Ａ小学校の方が
変化が大きいと思います。

　１目盛りの幅が違うから、
グラフの線の傾きだけでは、
比べられないね。

　話し合ったことをもとに、表現し直したグラフから分かった
こと、考えたことをノートに書いてまとめましょう。

（例）　書く活動と話合い活動を関連付けていない様子

提案３

記述式設問の平均正答率

自分の考えを書く活動と、言葉で人に伝える「説明」「話合い」
などの活動を相互に関連付けましょう

※Ｈ28全国学力・学習状況調査結果（栃木県）
横軸：問題〔設問数〕

平成28年全国学力・学習状況調査　小学校算数Ｂ　大問４⑶　より

　記述式設問において、平均正答率を全国の数値と比べると、中学校国語Ｂ以外の教科は、
全国を下回っていることが分かります。自分の考えを文章で書くことに関して、引き続き
課題があると考えられますね。

　そうですね。思考力・判断力・表現力等を育成するために、授業において自分の考えを
書く活動を意図的に位置付けることが大切です。また、書く活動と「説明」「話合い」などの
活動を関連付けることによって、自分の考えをまとめ、整理させることも大切です。

　急に話し合うように言われても、考えがまとらないな。話合いをして
も、意見を発表することができないかもしれない。

　それでは、○○について友達と話し合ってみましょう。

（例）　書く活動と話合い活動を関連付けている様子

書く活動

　よし、気付いたことをノートに書いてみよう。友達は、どんなことを
書いているのかな。話合いのときに聞いてみよう。

　それでは、○○について、気付いたことや考えたことをノートに
書いてみましょう。その後で、書いたことをもとに話し合います。

話合い活動

書く活動

　Ａさんは、理由を付けて意見を述べていたな。Ｂさんは、数や式を使っ
て説明していたな。二人の意見を参考にしてまとめよう。

　話合いを通して学んだことをもとに自分の意見をノートに書いて
まとめましょう。
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書く活動

書く活動

話合い
活動

　５月から６月までの間の貸出冊数の変化を比べると、
Ａ小学校の方がグラフの線の傾きが急だから、貸出冊数
の増え方が大きいと思います。

　グラフ全体を見ると、Ａ小学校の貸出冊数の増え方は
大きいけれど、Ｂ小学校の増え方はあまり大きくありま
せん。

話合い
活動

よく行った　　　どちらかといえば、行った　　　あまり行っていない　　　全く行っていない
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　第７時に、「折れ線グラフを的確に読みとること」をねらいとした授業を行います。
そこでは、単元全体を通して身に付けた力を使って問題解決ができるようにさせたいと
思います。

まず最初に、単元の目標をしっかりと確認しましょう。

提案２ 言語活動を計画的に位置付けましょう

　「言語活動を適切に位置付けたか」という問いに対して、「よく行った」と
回答している学校の割合は３割程度ですね。

　そうですね。話合いによる意見の交流の場面を設定するなど、言語活動を
意識した授業は、よく行われているようです。でも、「言語活動を適切に
位置付けている」という学校は、まだ少ないようです。

　「言語活動を適切に位置付ける」とは、どういうことですか。

　ここでの「適切に」とは、例えば、「計画的に」ということが考えられます。
指導計画の中に言語活動を位置付ける際は、各教科等の指導のねらいのもと
に、どのような力を身に付けさせたいのか、そのためにどのような言語活動を
行うとより効果的なのかを考えることが大切です。

　次に、単元全体を見通して、単元の目標を達成するために、どこで、どのような
言語活動を位置付けていくと効果的かを考えます。

　単元の指導計画の中に、言語活動を計画的に位置付けていくことが大切です。
その際に留意する点は、次のようになります。

　第１～３時は、
単元のもととなる
学習なので、グラ
フの読み方やかき
方をしっかりと身
に付けさせましょ
う。

　第４時は、前時
までに学習したこ
とをもとに考察す
る学習です。考察
させる場面では、
自分の考えを書く
時間を十分に確保
しましょう。

　第７時は、身に
付けた力を使って、
グラフを読んだり、
かいたりする学習
です。自分の考え
を書く活動と話合
い活動を相互に関
連付けましょう。

　第５・６時は、
状況に応じたグラ
フの適切な読み方
やかき方を学習し
ます。「説明」「話
合い」などの活動
を通して、意見の
交流を行うとよい
ですね。

　分かりました。実際に、言語活動をどのように指導計画に位置付けたら
よいか、教えていただけますか。

　では、「小学校４年　算数　折れ線グラフ」の単元の指導計画を例に、
一緒に考えてみましょう。

「各教科等の指導のねらいを明確にした上で、言語活動を適切に位置付けましたか」
※平成28年度全国学力・学習状況調査（栃木県）　学校質問紙

○　折れ線グラフのよさに気付き、進んで生活や学習に活用しようとする。【算数への関心・意欲・態度】
○　折れ線グラフから変化の様子を読み取り、資料の特徴や傾向を考えることができる。

【数学的な考え方】
○　資料を折れ線グラフに表したり、資料から変化の特徴を読み取ったりすることができる。

【数量や図形についての技能】
○　折れ線グラフで表すことが有効な場面を知り、その読み方や表し方を理解することができる。

【数量や図形についての知識・理解】

本時のねらい

折れ線グラフの読み方を理解する。

折れ線グラフのかき方を理解する。

２つの折れ線グラフを同じグラフ用紙に表して
考察し、読み取ることができる。

適切な目盛りの取り方や省略の仕方を考えたり、
折れ線グラフと場面とを結び付けて読み取った
りすることができる。

折れ線グラフから読み取れることと読み取れな
いことを考え、折れ線グラフについての理解を
深める。

折れ線グラフを的確に読み取ることができる。

基本的な学習内容の理解を確認し、定着を図る。

時数

第１時
第２時

第３時

第４時

第５時

第６時

第７時

第８時

４年算数「折れ線グラフ」
単元指導計画

※　この表は、単元指導計画の一部を示しています。

　　授業の中で、自分の考えを書く活動と話合い活動を関連付けて行っている場面
「小学校４年　算数　折れ線グラフ」（８時間）　　第７時の授業について

本時のねらい
　折れ線グラフを的確に読み取ること
ができる。

　各学校の図書委員たちは、読書活動をすすめ
た成果を表すために、４月から７月までの４か
月間の「物語」の貸出冊数の変化の様子を、
それぞれ折れ線グラフにまとめました。

学習活動①　２つのグラフの変化の様子を比較し、１目盛りの違いに気付く。

　５月から６月までの１か月間で、Ａ小学校とＢ小学校のどちらの方が貸出冊数の
増え方が大きいでしょうか。
　まず、気付いたことをノートに書いてみましょう。次に、書いたことをもとに
話し合います。

　５月から６月の間の貸出冊数の変化を比べると、Ｂ小学校の方が、グラフの
線の傾きが急に見えるから、貸出冊数の変化も大きいと思います

学習活動②　貸出冊数の変化を比較できるようにグラフを表現し直し、グラフの
特徴を話し合う。

話し合ったことをもとにグラフを表現し直す

表現し直したグラフをもとに話し合う

　２つの学校の貸出冊数の変化は、どうしたら比べやすくなりますか。

　それぞれのグラフの
目盛りの幅をそろえる
とよいと思います。

　それなら、１つのグラフ用紙にＡ小学校と
Ｂ小学校の貸出冊数を重ねてかくと、比べやすい
と思います。

　でも、５月と６月の貸出冊数は、Ａ小学校は
およそ400冊増えていて、Ｂ小学校はおよそ
300冊増えています。だから、Ａ小学校の方が
変化が大きいと思います。

　１目盛りの幅が違うから、
グラフの線の傾きだけでは、
比べられないね。

　話し合ったことをもとに、表現し直したグラフから分かった
こと、考えたことをノートに書いてまとめましょう。

（例）　書く活動と話合い活動を関連付けていない様子

提案３

記述式設問の平均正答率

自分の考えを書く活動と、言葉で人に伝える「説明」「話合い」
などの活動を相互に関連付けましょう

※Ｈ28全国学力・学習状況調査結果（栃木県）
横軸：問題〔設問数〕

平成28年全国学力・学習状況調査　小学校算数Ｂ　大問４⑶　より

　記述式設問において、平均正答率を全国の数値と比べると、中学校国語Ｂ以外の教科は、
全国を下回っていることが分かります。自分の考えを文章で書くことに関して、引き続き
課題があると考えられますね。

　そうですね。思考力・判断力・表現力等を育成するために、授業において自分の考えを
書く活動を意図的に位置付けることが大切です。また、書く活動と「説明」「話合い」などの
活動を関連付けることによって、自分の考えをまとめ、整理させることも大切です。

　急に話し合うように言われても、考えがまとらないな。話合いをして
も、意見を発表することができないかもしれない。

　それでは、○○について友達と話し合ってみましょう。

（例）　書く活動と話合い活動を関連付けている様子

書く活動

　よし、気付いたことをノートに書いてみよう。友達は、どんなことを
書いているのかな。話合いのときに聞いてみよう。

　それでは、○○について、気付いたことや考えたことをノートに
書いてみましょう。その後で、書いたことをもとに話し合います。

話合い活動

書く活動

　Ａさんは、理由を付けて意見を述べていたな。Ｂさんは、数や式を使っ
て説明していたな。二人の意見を参考にしてまとめよう。

　話合いを通して学んだことをもとに自分の意見をノートに書いて
まとめましょう。
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話合い
活動

　５月から６月までの間の貸出冊数の変化を比べると、
Ａ小学校の方がグラフの線の傾きが急だから、貸出冊数
の増え方が大きいと思います。

　グラフ全体を見ると、Ａ小学校の貸出冊数の増え方は
大きいけれど、Ｂ小学校の増え方はあまり大きくありま
せん。

話合い
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よく行った　　　どちらかといえば、行った　　　あまり行っていない　　　全く行っていない
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　第７時に、「折れ線グラフを的確に読みとること」をねらいとした授業を行います。
そこでは、単元全体を通して身に付けた力を使って問題解決ができるようにさせたいと
思います。

まず最初に、単元の目標をしっかりと確認しましょう。

提案２ 言語活動を計画的に位置付けましょう

　「言語活動を適切に位置付けたか」という問いに対して、「よく行った」と
回答している学校の割合は３割程度ですね。

　そうですね。話合いによる意見の交流の場面を設定するなど、言語活動を
意識した授業は、よく行われているようです。でも、「言語活動を適切に
位置付けている」という学校は、まだ少ないようです。

　「言語活動を適切に位置付ける」とは、どういうことですか。

　ここでの「適切に」とは、例えば、「計画的に」ということが考えられます。
指導計画の中に言語活動を位置付ける際は、各教科等の指導のねらいのもと
に、どのような力を身に付けさせたいのか、そのためにどのような言語活動を
行うとより効果的なのかを考えることが大切です。

　次に、単元全体を見通して、単元の目標を達成するために、どこで、どのような
言語活動を位置付けていくと効果的かを考えます。

　単元の指導計画の中に、言語活動を計画的に位置付けていくことが大切です。
その際に留意する点は、次のようになります。

　第１～３時は、
単元のもととなる
学習なので、グラ
フの読み方やかき
方をしっかりと身
に付けさせましょ
う。

　第４時は、前時
までに学習したこ
とをもとに考察す
る学習です。考察
させる場面では、
自分の考えを書く
時間を十分に確保
しましょう。

　第７時は、身に
付けた力を使って、
グラフを読んだり、
かいたりする学習
です。自分の考え
を書く活動と話合
い活動を相互に関
連付けましょう。

　第５・６時は、
状況に応じたグラ
フの適切な読み方
やかき方を学習し
ます。「説明」「話
合い」などの活動
を通して、意見の
交流を行うとよい
ですね。

　分かりました。実際に、言語活動をどのように指導計画に位置付けたら
よいか、教えていただけますか。

　では、「小学校４年　算数　折れ線グラフ」の単元の指導計画を例に、
一緒に考えてみましょう。

「各教科等の指導のねらいを明確にした上で、言語活動を適切に位置付けましたか」
※平成28年度全国学力・学習状況調査（栃木県）　学校質問紙

○　折れ線グラフのよさに気付き、進んで生活や学習に活用しようとする。【算数への関心・意欲・態度】
○　折れ線グラフから変化の様子を読み取り、資料の特徴や傾向を考えることができる。

【数学的な考え方】
○　資料を折れ線グラフに表したり、資料から変化の特徴を読み取ったりすることができる。

【数量や図形についての技能】
○　折れ線グラフで表すことが有効な場面を知り、その読み方や表し方を理解することができる。

【数量や図形についての知識・理解】

本時のねらい

折れ線グラフの読み方を理解する。

折れ線グラフのかき方を理解する。

２つの折れ線グラフを同じグラフ用紙に表して
考察し、読み取ることができる。

適切な目盛りの取り方や省略の仕方を考えたり、
折れ線グラフと場面とを結び付けて読み取った
りすることができる。

折れ線グラフから読み取れることと読み取れな
いことを考え、折れ線グラフについての理解を
深める。

折れ線グラフを的確に読み取ることができる。

基本的な学習内容の理解を確認し、定着を図る。

時数

第１時
第２時

第３時

第４時

第５時

第６時

第７時

第８時

４年算数「折れ線グラフ」
単元指導計画

※　この表は、単元指導計画の一部を示しています。

　　授業の中で、自分の考えを書く活動と話合い活動を関連付けて行っている場面
「小学校４年　算数　折れ線グラフ」（８時間）　　第７時の授業について

本時のねらい
　折れ線グラフを的確に読み取ること
ができる。

　各学校の図書委員たちは、読書活動をすすめ
た成果を表すために、４月から７月までの４か
月間の「物語」の貸出冊数の変化の様子を、
それぞれ折れ線グラフにまとめました。

学習活動①　２つのグラフの変化の様子を比較し、１目盛りの違いに気付く。

　５月から６月までの１か月間で、Ａ小学校とＢ小学校のどちらの方が貸出冊数の
増え方が大きいでしょうか。
　まず、気付いたことをノートに書いてみましょう。次に、書いたことをもとに
話し合います。

　５月から６月の間の貸出冊数の変化を比べると、Ｂ小学校の方が、グラフの
線の傾きが急に見えるから、貸出冊数の変化も大きいと思います

学習活動②　貸出冊数の変化を比較できるようにグラフを表現し直し、グラフの
特徴を話し合う。

話し合ったことをもとにグラフを表現し直す

表現し直したグラフをもとに話し合う

　２つの学校の貸出冊数の変化は、どうしたら比べやすくなりますか。

　それぞれのグラフの
目盛りの幅をそろえる
とよいと思います。

　それなら、１つのグラフ用紙にＡ小学校と
Ｂ小学校の貸出冊数を重ねてかくと、比べやすい
と思います。

　でも、５月と６月の貸出冊数は、Ａ小学校は
およそ400冊増えていて、Ｂ小学校はおよそ
300冊増えています。だから、Ａ小学校の方が
変化が大きいと思います。

　１目盛りの幅が違うから、
グラフの線の傾きだけでは、
比べられないね。

　話し合ったことをもとに、表現し直したグラフから分かった
こと、考えたことをノートに書いてまとめましょう。

（例）　書く活動と話合い活動を関連付けていない様子

提案３

記述式設問の平均正答率

自分の考えを書く活動と、言葉で人に伝える「説明」「話合い」
などの活動を相互に関連付けましょう

※Ｈ28全国学力・学習状況調査結果（栃木県）
横軸：問題〔設問数〕

平成28年全国学力・学習状況調査　小学校算数Ｂ　大問４⑶　より

　記述式設問において、平均正答率を全国の数値と比べると、中学校国語Ｂ以外の教科は、
全国を下回っていることが分かります。自分の考えを文章で書くことに関して、引き続き
課題があると考えられますね。

　そうですね。思考力・判断力・表現力等を育成するために、授業において自分の考えを
書く活動を意図的に位置付けることが大切です。また、書く活動と「説明」「話合い」などの
活動を関連付けることによって、自分の考えをまとめ、整理させることも大切です。

　急に話し合うように言われても、考えがまとらないな。話合いをして
も、意見を発表することができないかもしれない。

　それでは、○○について友達と話し合ってみましょう。

（例）　書く活動と話合い活動を関連付けている様子

書く活動

　よし、気付いたことをノートに書いてみよう。友達は、どんなことを
書いているのかな。話合いのときに聞いてみよう。

　それでは、○○について、気付いたことや考えたことをノートに
書いてみましょう。その後で、書いたことをもとに話し合います。

話合い活動

書く活動

　Ａさんは、理由を付けて意見を述べていたな。Ｂさんは、数や式を使っ
て説明していたな。二人の意見を参考にしてまとめよう。

　話合いを通して学んだことをもとに自分の意見をノートに書いて
まとめましょう。
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話合い
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　５月から６月までの間の貸出冊数の変化を比べると、
Ａ小学校の方がグラフの線の傾きが急だから、貸出冊数
の増え方が大きいと思います。

　グラフ全体を見ると、Ａ小学校の貸出冊数の増え方は
大きいけれど、Ｂ小学校の増え方はあまり大きくありま
せん。

話合い
活動

よく行った　　　どちらかといえば、行った　　　あまり行っていない　　　全く行っていない
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　第７時に、「折れ線グラフを的確に読みとること」をねらいとした授業を行います。
そこでは、単元全体を通して身に付けた力を使って問題解決ができるようにさせたいと
思います。

まず最初に、単元の目標をしっかりと確認しましょう。

提案２ 言語活動を計画的に位置付けましょう

　「言語活動を適切に位置付けたか」という問いに対して、「よく行った」と
回答している学校の割合は３割程度ですね。

　そうですね。話合いによる意見の交流の場面を設定するなど、言語活動を
意識した授業は、よく行われているようです。でも、「言語活動を適切に
位置付けている」という学校は、まだ少ないようです。

　「言語活動を適切に位置付ける」とは、どういうことですか。

　ここでの「適切に」とは、例えば、「計画的に」ということが考えられます。
指導計画の中に言語活動を位置付ける際は、各教科等の指導のねらいのもと
に、どのような力を身に付けさせたいのか、そのためにどのような言語活動を
行うとより効果的なのかを考えることが大切です。

　次に、単元全体を見通して、単元の目標を達成するために、どこで、どのような
言語活動を位置付けていくと効果的かを考えます。

　単元の指導計画の中に、言語活動を計画的に位置付けていくことが大切です。
その際に留意する点は、次のようになります。

　第１～３時は、
単元のもととなる
学習なので、グラ
フの読み方やかき
方をしっかりと身
に付けさせましょ
う。

　第４時は、前時
までに学習したこ
とをもとに考察す
る学習です。考察
させる場面では、
自分の考えを書く
時間を十分に確保
しましょう。

　第７時は、身に
付けた力を使って、
グラフを読んだり、
かいたりする学習
です。自分の考え
を書く活動と話合
い活動を相互に関
連付けましょう。

　第５・６時は、
状況に応じたグラ
フの適切な読み方
やかき方を学習し
ます。「説明」「話
合い」などの活動
を通して、意見の
交流を行うとよい
ですね。

　分かりました。実際に、言語活動をどのように指導計画に位置付けたら
よいか、教えていただけますか。

　では、「小学校４年　算数　折れ線グラフ」の単元の指導計画を例に、
一緒に考えてみましょう。

「各教科等の指導のねらいを明確にした上で、言語活動を適切に位置付けましたか」
※平成28年度全国学力・学習状況調査（栃木県）　学校質問紙

○　折れ線グラフのよさに気付き、進んで生活や学習に活用しようとする。【算数への関心・意欲・態度】
○　折れ線グラフから変化の様子を読み取り、資料の特徴や傾向を考えることができる。

【数学的な考え方】
○　資料を折れ線グラフに表したり、資料から変化の特徴を読み取ったりすることができる。

【数量や図形についての技能】
○　折れ線グラフで表すことが有効な場面を知り、その読み方や表し方を理解することができる。

【数量や図形についての知識・理解】

本時のねらい

折れ線グラフの読み方を理解する。

折れ線グラフのかき方を理解する。

２つの折れ線グラフを同じグラフ用紙に表して
考察し、読み取ることができる。

適切な目盛りの取り方や省略の仕方を考えたり、
折れ線グラフと場面とを結び付けて読み取った
りすることができる。

折れ線グラフから読み取れることと読み取れな
いことを考え、折れ線グラフについての理解を
深める。

折れ線グラフを的確に読み取ることができる。

基本的な学習内容の理解を確認し、定着を図る。

時数

第１時
第２時

第３時

第４時

第５時

第６時

第７時

第８時

４年算数「折れ線グラフ」
単元指導計画

※　この表は、単元指導計画の一部を示しています。

　　授業の中で、自分の考えを書く活動と話合い活動を関連付けて行っている場面
「小学校４年　算数　折れ線グラフ」（８時間）　　第７時の授業について

本時のねらい
　折れ線グラフを的確に読み取ること
ができる。

　各学校の図書委員たちは、読書活動をすすめ
た成果を表すために、４月から７月までの４か
月間の「物語」の貸出冊数の変化の様子を、
それぞれ折れ線グラフにまとめました。

学習活動①　２つのグラフの変化の様子を比較し、１目盛りの違いに気付く。

　５月から６月までの１か月間で、Ａ小学校とＢ小学校のどちらの方が貸出冊数の
増え方が大きいでしょうか。
　まず、気付いたことをノートに書いてみましょう。次に、書いたことをもとに
話し合います。

　５月から６月の間の貸出冊数の変化を比べると、Ｂ小学校の方が、グラフの
線の傾きが急に見えるから、貸出冊数の変化も大きいと思います

学習活動②　貸出冊数の変化を比較できるようにグラフを表現し直し、グラフの
特徴を話し合う。

話し合ったことをもとにグラフを表現し直す

表現し直したグラフをもとに話し合う

　２つの学校の貸出冊数の変化は、どうしたら比べやすくなりますか。

　それぞれのグラフの
目盛りの幅をそろえる
とよいと思います。

　それなら、１つのグラフ用紙にＡ小学校と
Ｂ小学校の貸出冊数を重ねてかくと、比べやすい
と思います。

　でも、５月と６月の貸出冊数は、Ａ小学校は
およそ400冊増えていて、Ｂ小学校はおよそ
300冊増えています。だから、Ａ小学校の方が
変化が大きいと思います。

　１目盛りの幅が違うから、
グラフの線の傾きだけでは、
比べられないね。

　話し合ったことをもとに、表現し直したグラフから分かった
こと、考えたことをノートに書いてまとめましょう。

（例）　書く活動と話合い活動を関連付けていない様子

提案３

記述式設問の平均正答率

自分の考えを書く活動と、言葉で人に伝える「説明」「話合い」
などの活動を相互に関連付けましょう

※Ｈ28全国学力・学習状況調査結果（栃木県）
横軸：問題〔設問数〕

平成28年全国学力・学習状況調査　小学校算数Ｂ　大問４⑶　より

　記述式設問において、平均正答率を全国の数値と比べると、中学校国語Ｂ以外の教科は、
全国を下回っていることが分かります。自分の考えを文章で書くことに関して、引き続き
課題があると考えられますね。

　そうですね。思考力・判断力・表現力等を育成するために、授業において自分の考えを
書く活動を意図的に位置付けることが大切です。また、書く活動と「説明」「話合い」などの
活動を関連付けることによって、自分の考えをまとめ、整理させることも大切です。

　急に話し合うように言われても、考えがまとらないな。話合いをして
も、意見を発表することができないかもしれない。

　それでは、○○について友達と話し合ってみましょう。

（例）　書く活動と話合い活動を関連付けている様子

書く活動

　よし、気付いたことをノートに書いてみよう。友達は、どんなことを
書いているのかな。話合いのときに聞いてみよう。

　それでは、○○について、気付いたことや考えたことをノートに
書いてみましょう。その後で、書いたことをもとに話し合います。

話合い活動

書く活動

　Ａさんは、理由を付けて意見を述べていたな。Ｂさんは、数や式を使っ
て説明していたな。二人の意見を参考にしてまとめよう。

　話合いを通して学んだことをもとに自分の意見をノートに書いて
まとめましょう。

0
10
20
30
40
50
60
70

国語Ｂ〔４問〕 算数Ｂ〔５問〕

（％）

全国　　　栃木県

52.554.7

23.826.2

小学校全国との差
－2.2

全国との差
－2.4

0
10
20
30
40
50
60
70

国語Ｂ〔３問〕 数学Ｂ〔７問〕

Ａ小学校

４
月

５
月

６
月

７
月

Ｂ小学校

（％）

全国　　　栃木県

58.858.3

31.733.1

中学校全国との差
＋0.5

全国との差
－1.4

before

after

ステップ１

ステップ２

単元の目標

記述式設問の平均正答率

書く活動

書く活動

話合い
活動

　５月から６月までの間の貸出冊数の変化を比べると、
Ａ小学校の方がグラフの線の傾きが急だから、貸出冊数
の増え方が大きいと思います。

　グラフ全体を見ると、Ａ小学校の貸出冊数の増え方は
大きいけれど、Ｂ小学校の増え方はあまり大きくありま
せん。

話合い
活動

よく行った　　　どちらかといえば、行った　　　あまり行っていない　　　全く行っていない
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古紙配合率80％再生紙を使用しています

栃木県教育委員会事務局学校教育課　学力向上推進室　〒320－8501　宇都宮市塙田１丁目１番20号　TEL：028－623－3367　FAX：028－623－3361

とちぎの子どもの「確かな学力」向上のために

言語活動の充実を図る３つの提案
　本資料では、「全国学力･学習状況調査」及び「とちぎっ子学習状況調査」の結果から明らかになった
課題を踏まえ、言語活動を充実させるための３つの提案をします。「とちぎの子どもの『確かな学力』
向上のために　授業改善に向けた３つの視点」（栃木県教育委員会　Ｈ27年度）と併せて御活用ください。

　授業では、言語活動を充実させるとともに、引き続き、「ねらいの提示・振り返る活動」と
「自分の考えを書く活動」を適切に位置付け、主体的な学習活動をより効果的に展開しましょう！

　各教科の調査結果から明らかになった課題（抜粋）
◆　基礎的・基本的な知識及び技能に関する問題は概ね良好な結果であったが、いくつかの問題におい
て課題が見られる。
◆　思考力・判断力・表現力等を問う問題については、依然として課題が見られる。特に、資料や情報
に基づいて自分の考えを明確に記述したり、筋道を立てて表現したりするなどの記述式問題の平均正
答率が低い。

　児童生徒質問紙調査結果から明らかになった課題（抜粋）
◆　話合い活動を授業などでよく行っているが、話合いに深まりを感じている児童生徒が少ない。

「学級の友達と［生徒］の間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることが
できていると思いますか」

※平成28年度全国学力・学習状況調査（栃木県）　児童生徒質問紙

とちぎの子どもの「確かな学力」向上のために　授業改善に向けた３つの視点

目標（めあて・ねらい）の共有化
◇　先生と児童生徒でねらいを共有し、学習の見
通しをもたせましょう。

自分の考えを書く活動の習慣化
◇　自分の考えを書く活動と、言葉で人に伝える
「説明」「話合い」などの活動を相互に関連付
けましょう。

振り返る活動の工夫
◇　児童生徒が自己の学びを実感できる時間を確保しましょう。
◇　児童生徒の振り返りから、実態を把握し、授業改善・指導方法の工夫に
向けたヒントを見つけましょう。

導　　入

展　　開

終　　末

言語活動の充実を図る３つの提案

　提案１ 言語活動を行う目的を確認しましょう
　提案２ 言語活動を計画的に位置付けましょう
　提案３ 自分の考えを書く活動と、言葉で人に伝える「説明」「話合い」など

の活動を相互に関連付けましょう

平成28年12月　栃木県教育委員会

栃木県教育委員会（H27年度）

平成28年度全国学力・学習状況調査関連資料
文部科学省　国立教育政策研究所　教育課程研究センター

「主体的に考え表現できる子ども」
を育てるために

とちぎの子どもの学力向上を図る
授業改善例

栃木県教育委員会（H26年度）

参考となる資料について　　※これらの資料は、それぞれのホームページからダウンロードすることができます。

保存版
提案１ 言語活動を行う目的を確認しましょう

「児童生徒に対して、学級やグループで話し合う活動を授業などで行いましたか」
※全国学力・学習状況調査（栃木県）　学校質問紙

「児童生徒は、学級やグループでの話合いなどの活動で、自分の考えを深めたり、広げたりすること
ができていると思いますか」 ※平成28年度全国学力・学習状況調査（栃木県）　学校質問紙

　上のグラフを見ると、「よく行った」と回答した学校の割合が、年々増えて
いることが分かります。

　そうですね。平成28年度は、約半数の学校で、学級やグループで話し合う
活動を「よく行った」と回答しています。では、次のグラフを見てみましょう。

　なるほど。話合いの場は多く設定されていても、単なる意見交換にとどまり
形骸化していたり、話し合わせること自体が目的になっていたりすることがあり
ますね。

　「そのとおりだと思う」と回答した学校の割合は、小学校、中学校ともに
１割以下であることが分かります。話合いなどの活動で、「自分の考えを深め
たり、広げたりすることができている」と捉えている学校が少ないようですね。

　話合いなどの言語活動をどのように捉えて、授業に取り組んでいったら
よいのでしょうか。

　話合いなどの言語活動は、各教科等の目標を実現するための手立ての一つ
です。言語活動を通してどんな力を育成するかを明確にするとともに、授業
の中で、言語活動を効果的に位置付けていくことが大切です。

私は、子どもたちが楽しそうに話合いを行っていればいいと思っていて、
考えの深まりまでは意識していませんでした。

そのとおりだと思う　　　どちらかといえば、そう思う　　　どちらかといえば、そう思わない　　　そう思わない
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60.1
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30.7
29.7

1.1
0.0

小学校
中学校

H28
H27
H26

小学校（栃木県）
※　「よく行った」と回答した学校の割合

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
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中学校（栃木県）
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　　46.7
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Ｑ２

言語活動の充実に関するＱ＆Ａ

　言語活動を充実させると、時間が足りなくなってしまうのではない
でしょうか。

　１単位時間の中で、全ての場面において言語活動を充実させようとすると、時間が足り
なくなることがあります。各教科等のねらいを達成させるための手立てとして、どの場面
でどのような学習活動を行うとより効果的かを考えて、言語活動を位置付けることが大切
です。

Ａ２

Ｑ３ 　言語活動を充実させると、基礎的・基本的な知識・技能の習得など
がおろそかになってしまうのではないでしょうか。

　言語活動を充実させることは、基礎的・基本的な知識・技能をより確実に習得させる
ことにつながります。
　例えば、理科の授業において、児童生徒が、観察実験の結果から分かることをまとめる際、
これまでに学習した科学的な言葉や概念を用いて表現したり、話し合ったりすることで、
自分の考えを深めるとともに、基礎的・基本的な知識・技能の定着を図ることができる
のではないでしょうか。

Ａ３

Ｑ１ 　言語活動には、どのようなものがあるのでしょうか。

　平成20年中央教育審議会答申では、思考力・判断力・表現力等を育むために各教科で
必要な学習活動の例として、次の６点が示されています。

・体験から感じ取ったことを表現する活動
・事実を正確に理解し伝達する活動
・概念・法則・意図などを解釈し、説明したり活用したりする活動
・情報を分析・評価し、論述する活動
・課題について、構想を立て実践し、評価・改善する活動
・互いの考えを伝え合い、自らの考えや集団の考えを発展させる活動　　　等

Ａ１
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74.6 小学校

小学校
中学校
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国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ

（％）

そう思う　　　どちらかといえば、そう思う　　　どちらかといえば、そう思わない　　　そう思わない

「そう思う」と回答した児童生徒の方が、平均正答率が高いことが分かります。

「そう思う」と回答した児童生徒の割合は、３割程度であることが分かります。
0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
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42.1 21.6 5.8
45.5 23.0 6.3

言語活動の充実に関する指導事例集　　　　　
～思考力・判断力・表現力等の育成に向けて～

文部科学省（Ｈ23年度）

思考力・判断力・表現力を育む授業づくり
栃木県総合教育センター（H26・27年度）



学力向上アドバイザーからのメッセージ
県教育委員会では、平成２６年度から、とちぎっ子学習状況調査の効果的な活用や、学習指導に関わる検証改善サイクルを

確実に構築・運用するために、１０名の学力向上アドバイザーを県内公立小・中学校に派遣してきました。学力向上アドバイザー
の２７００回程度の学校訪問を通して、組織的に学力向上に取り組み、成果を上げている学校は、調査結果の分析から得られた
成果と課題を学校全体で共有し、自校の取組に反映させるなどの共通点があることが分かりました。それらの取組を、学力向上
の３つの柱に基づいて、以下のとおりまとめました。各学校の学力向上の取組の参考にしてください。

１ 主体的に学ぶ子どもを育てるために、授業のねらいを効果的に示し、授業の
まとめや振り返りをさせましょう。

２ 授業のねらいを達成させるために、自分の考えを書く活動と説明や話合い
活動を相互に関連づけましょう。

４ 学力向上に向けた明確な目標（ビジョン）を全教職員で共有し、組織的に取り
組んでいきましょう。

５ 授業研究会等を通して、学び続ける教師集団を作りましょう。

６ 学習ルールを徹底し、互いに認め励まし合える学級集団を作りましょう。

７ 保護者の理解・協力を得るために、学校の取組を積極的に発信しましょう。

子どもの学ぶ意欲、学習習慣

教師の指導力

保護者の理解・協力

・「学業指導の充実－子どもが意欲的に取り組む授業づくりを通して－」（H26.3 栃木県総合教育センター）

・「思考力・判断力・表現力を育む授業づくり」【実践編】（H28.3）・【理論編】（H27.3）（栃木県総合教育センター）

・「とちぎの子どもの『確かな学力』向上のために－言語活動の充実を図る３つの提案－」（H28.12 栃木県教育委員会）

・「とちぎの子どもの『確かな学力』向上のために－授業改善に向けた３つの視点－」（H27.11 栃木県教育委員会）

・「平成２６年度とちぎの子どもの学力向上を図る授業改善例〔小学校〕〔中学校〕」（H26.11 栃木県教育委員会）

・「確かめよう学業指導 平成２６年度『栃木の子どもの学級と学習に関する調査研究』報告概要」（H27.3 栃木県総合教育センター）

３ 子どものよさを認め、言葉かけを工夫することで子どもに自信を付けさせましょう。

・「組織で取り組む学業指導－学業指導尺度の活用を通して－

平成２７年度『栃木の子どもの学級と学習に関する調査研究（２年次）』の報告」（H28.3 栃木県総合教育センター）

・「栃木の『学校力』の向上 」（H25.3 栃木県総合教育センター）

・「平成２６年度学力向上実践事例集－検証改善サイクルの確実な運用を目指して－」（H27.3 栃木県教育委員会）

・「平成２８年度学力向上実践事例集－教師の指導力の向上を目指して－」（H29.3 栃木県教育委員会）

・「平成２７年度学力向上実践事例集－授業改善を目指して－」（H28.3 栃木県教育委員会）

・「学級経営のイ・ロ・ハ」（H27.3 栃木県総合教育センター）

・「学業指導の充実に向けて－学業指導を全ての教職員が進めるために－」（H24.3 栃木県教育委員会）

・「家庭でできる学力アッププロジェクト－とちぎっ子学習状況調査 ３年間の調査結果から－」 （H28.11 栃木県教育委員会）

・「平成２６年度学力向上実践事例集－検証改善サイクルの確実な運用を目指して－」（H27.3 栃木県教育委員会）

②
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④



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年度学力向上アドバイザー派遣事業 

学力向上実践事例集 
-教師の指導力の向上を目指して- 
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